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ˋ和 5年度伊豆沼Ὁ内沼自然再生事業関連活動実績 

 

運営事務局 

 

ˋ和元年度Ệ策定した全体構想及び県の事業実施計画Ệ基ỀẨẆ下記の活動を行Ếたẇ 

新型コロナウイἽἋ感染症ầᾄ類感染症Ệ移行したこểẦらẆ対面形式Ểの打合せ等を再開したẇ 
 

 月日Ὁ名称Ὁ場所 主ễ内容 

ᾀ 

ᾅ月ᾁᾆ日ί᣿ὸ 

 

運営事務局打合せί事務局ὸ 

 

 

宮城県伊豆沼Ὁ内沼 

サンクチἷアἼἍンタὊ 

ˌ下の内容Ệếいề事務局内ỂẆ協議Ὁ確認を行Ếたẇ 

 

ᾀ 自然再生事業実施状況等ếいề 

ᾁ 伊豆沼Ὁ内沼ỆấけるワイἌἸὊἋのӕ組みỆếいề 

ᾂ 自然再生事業関連活動のἋケἊἷὊἽ確認 

ᾁ 

ᾆ月ᾁᾆ日ί木ὸ 

 

霞ヶ浦河川事務所ểの情報交

換会 

ί宮城県Ẇ財団ὸ 

 

オンἻイン開催 

 

 エコトὊンの先行事例ểしềẆ霞ヶ浦の自然再生事業のӕ組ỆếいềẆ

霞ヶ浦河川事務所ể情報交換を行Ếたẇ 

ᾂ 

ᾇ月ᾃ日ί᣿ὸ 

 

学識経験者意見交換会 

ί学識経験者Ẇ事務局ὸ 

 

 

宮城県伊豆沼Ὁ内沼 

サンクチἷアἼἍンタὊ 

学識経験者Ệ対しẆˌ下の事項Ệếいề報告を行いẆ助言をӖけたẇ 

 

ᾀ ˋ和ᾄ年度 自然再生事業等実施状況Ệếいề 

ᾁ 水質改善検討調査Ệếいề 

ᾂ ハἋの生育状況Ệếいề 

ᾃ 

ᾀ月ᾁᾂ日ί火ὸ 

 

運営事務局会議 ί事務局ὸ 

 

宮城県伊豆沼Ὁ内沼 

サンクチἷアἼἍンタὊ 

 

ˌ下の内容Ệếいề事務局内ỂẆ協議Ὁ確認を行Ếたẇ 

 

ᾀ 第ᾀᾈ回自然再生協議会の運営ếいề 

ᾁ ˋ和ᾅ年度の事業計画等Ệếいề 

ᾄ 

ᾁ月ᾂ日ί土ὸ 

 

第ᾀᾈ回自然再生協議会 

ί協議会員ὸ 

 

石越公民館 多目的ホὊἽ 

 

協議会員Ệ対しẆˌ下の事項Ệếいề報告Ẇ協議を行Ếたẇ 

 

ᾀ ˋ和ᾄ年度伊豆沼Ὁ内沼自然再生事業等Ệếいề 

ᾁ ˋ和ᾅ年度事業計画案Ệếいề 

 



䠍

䠄伊豆沼䞉内沼自然再生事業䞉䜘䜏䛜え䜜在来生物䝥ロ䝆䜵䜽ト事業䞉ワイ䝈䝴䞊䝇推進基盤整備事業ほ䛛䠅

௧和5ᖺ度自然再生事業䛾成果報告

第２期の事業構成
伊豆沼・内沼では外来生物等の増加や水質汚濁によって沼の生物多様性が劣化し，

沼の生態系が脅かされている。そこで，①希少種の生息場所であるエコトーンの造成
を行い，②水生植物や③在来生物等 6種の復元目標種の回復を図る。④ワイズユース
推進を図るため水生植物園を整備し，「まもる」「つなぐ」「活かす」の循環を回す
ことを目標としている。

䠍䜶䝁ト䞊ン造成

䠎植生復元 䠏在来生物復元 䠐ワイ䝈䝴䞊䝇促進

資料ϭ-Ϯ

ᅗϭ．伊豆沼䞉内沼自然再生事業等䛾事業構成

伊豆沼・内沼は，何万羽もの水鳥が冬を過ごす，
国際的にも重要な湿地で，サンクチュアリ（聖
域）として，地域で長年守られてきた。水鳥だ
けでなく，貴重な水生植物や魚介類等を今も見
ることができる。しかし，富栄養化や外来生物
などの影響により，沼の姿は大きく変わってき
た。本事業は，貴重な沼の自然環境と地域社会
を，将来世代に残すために実施するものである。



䠍．䜶䝁ト䞊ン䠄浅場䠅造成 䠄䠍䠅造成作業

䠎

ᅗϭ．現在䛾湖岸䠄湖岸浸食䠅． ᅗϮ．䜶䝁ト䞊ン造成後䛾湖岸．

ϭ.植生䝬䝑ト䠄ϭa䠅や蛇篭䠄ϭb䠅
䛷造成した䜶䝁ト䞊ン䠄ϭ.Ϭha䠅
RϮ～Rϱ䛻造成．

伊豆沼・内沼は長年の湖岸浸食によりϴϵhaの浅場（エコトーン）が消失し，浅場

に生息する生物（トンボ類、水生植物、二枚貝類など）が影響を受けてきた（図ϭ）。

本業務はϮϬϮϵ年までにϱhaのエコトーンを造成し生態系復元を図るものである（図

Ϯ）。今年度はϮヶ所（図３-ϭbとϰ）でエコトーン造成作業を行った。これにより，

今年度までに合計Ϯ.ϴhaのエコトーンが造成され（図ϯ Ϯとϯ），ϭ.ϯhaが造成中となっ

た（図ϭとϰ）。造成工法ごとのメリット・デメリットを検証しながら、エコトーン

の造成と管理を引き続き実施する。

ϰ.板柵䛷造成中䛾䜶䝁ト䞊ン 䠄ϭ.ϯhaͿ
Rϱ䛻造成．

ϭϮ
ϯ ϰ

Ϯ.板柵䛷造成した䜶䝁ト䞊ン
;Ϭ.ϴ haͿ Rϯ造成． ϯ.竹竿䛷造成した䜶䝁ト䞊ン;ϭ.ϬhaͿ

Rϰ造成．

Ϯ ϭa

ϭb

ϯ

ϰ

ᅗϯ．沼䛻造成し䛶䛝たϰヶ所䛾䜶䝁ト䞊ン䛾఩置䛸外観ᅗ．



ᅗϭ．RϮᖺ度䛻造成した䜶䝁ト䞊ン．
昨ᖺ䛻引䛝続䛝抽水植物䛾増加䛸
希少種䛾生育䛜確認さ䜜た.

䠏

ᅗϯ．RϮ䠄ϮϬϮϬ䠅ᖺ䛻造成した板柵䜶䝁ト䞊
ン内䛻䛚䛡䜛䝬䝁䝰群落䛾面積.

䠍．䜶䝁ト䞊ン䠄浅場䠅造成 䠄㻞䠅造成地䛻䛚䛡䜛動植物䛾動向

水生植物䛾回復

ᅗϮ．造成した板柵䜶䝁ト䞊ン．板柵
内側䛻土砂䛜堆積し，引䛝続䛝䝬䝁
䝰群落䛾拡大䛜認䜑䜙䜜た.

ᅗϰ．新た䛻確認した䝁䝒䝤䝚䝬䝝䝸
イ䠄国䠖絶滅༴惧種Ⅱ類䠅．RϮᖺ䛻造
成した䜶䝁ト䞊ン䛻䛚い䛶確認．

ᅗϱ．新た䛻確認した䝭䝈䝙䝷䠄国䠖準絶滅
༴惧種䠅．RϮᖺ䛻造成した䜶䝁ト䞊ン䛻䛚
い䛶確認．

ᅗϳ．伊豆沼䞉内沼䛾䜶䝁ト䞊ン候補地．௒ᖺ度
䛾秋期䛻䛿昨ᖺ度䛸同様䛻水఩䛜k.p.ϱ.ϵm䜎䛷
పୗし，ᖸ出し䛶いた範ᅖ䛿昨ᖺ度䛸同様䛸考
え䜙䜜䜛䠄約Ϯϴha䠅䚹適ษ䛺水఩䞉底質管理や食
害管理を施せば䚸䛣䜜䜙䛾区域䛿抽水植物群落
生育す䜛䜶䝁ト䞊ン䛻䛺䜛䛸考え䜙䜜䜛䚹

■䠖ᖸ出範ᅖ

これまでに造成したエコトーンで動植物をモニタリングした．令和2～4年度に造成した

3ヶ所では，砂泥の堆積やマコモ等の群落の拡大が進んでおり，1980年の洪水以降，長年姿

を消していたエコトーン（浅場）の植物群落の回復が確認された（図1～3）。造成したエ

コトーンの一部では, ヨシ刈りなどの管理活動も行った。刈払った区域では, ミズアオイ，

コツブヌマハリイやミズニラといった希少植物の発生も確認された（図4～6）。これらの

希少種は攪乱に適応した生態を持ち，ヨシ刈りのような攪乱と同様の性質を持つ活動は，

生育に有利に働いた可能性がある。ヨシ刈りなどの管理作業を適切に取り入れることが効

果的だろう。また, アオサギなどの水鳥も浅場の水位が低下した時期に頻繁に観察された．

ᅗϲ．䜶䝁ト䞊ンを利用す䜛ア䜸䝃䜼䠄矢
༳䠅ϮϬϮϯᖺϲ᭶ϱ日Ϭϱ:ϬϮ撮影

328.3

908.74

1537

0

500

1000

1500

2000

2021年 2022年 2023年

面
積

( 
m

2
)



䠐

䠎．植生保全䠄䠍䠅適ṇ管理
伊豆沼䞉内沼䛷䛿，䝝䝇や䝠䝅類䛜広範ᅖ䛻繁茂䛧，㔜要䛺観光資源䛸䛺䜛一方，そ䛾枯葉等䛜水質

汚⃮や貧酸素状態䜢引䛝起䛣䛧䛶い䜛䚹そ䛾対策䛸䛧䛶䝠䝅䞉䝝䝇䠄約㻞㻜ha䠅䜢ส払い，そ䛾一部䜢陸揚䛢

䛩䜛䛣䛸䛷，溶存酸素䛾改善，᭷機物䛾堆積軽減等䜢ᅗ䛳䛯䠄ᅗ㻝～㻠䠅䚹ส払䛳䛯結果，溶存酸素濃度

䛿㻝㻤㻟㻚㻟%～㻝㻢㻥㻜㻚㻞%ୖ昇䛧䛯䠄ᅗ㻡䠅䚹陸揚䛢䛧䛯䝠䝅䞉䝝䝇䛾‵㔜㔞䛿約㻝㻚㻤t䛷あ䛳䛯䚹伊豆沼䛾䝝䝇群落

䛿䚸㻞㻜㻞㻝ᖺ䛻䛿㻞㻝㻥㻚㻤ha䛷伊豆沼水面䠄㻟㻡㻣ha䠅䛾㻢㻝㻚㻢％䜢占䜑䛶い䛯䛜，㻞㻜㻞㻞ᖺ䛿洪水䛾影響䛷約㻡ศ

䛾㻝䛾㻝㻝㻚㻡%䛻減少䛧䛯䛜䚸㻞㻜㻞㻟ᖺ䛻䛿約㻞㻜％䛻ま䛷増ຍ䛧䛯䚹減少䛧䛯䝝䝇䛻代わ䜚䝠䝅䛜繁茂䛧䛶䛚䜚䚸

溶存酸素濃度䛾పୗ䛿⥆い䛶い䜛䚹来ᖺ度以降䜒䝝䝇䛾回復䜢モ䝙タ䝸ン䜾䛧䛴䛴，観光資源䛸水生生

物䛾保全䜢視㔝䛻入䜜䛯，䝝䝇䞉䝠䝅群落䛾適ษ䛺管理䛜求䜑䜙䜜䜛䚹

ᅗϱ．䝝䝇群落䛸䝝䝇䛾ส払い区䛻䛚䛡䜛溶存酸素濃度ᖹ均値䛾差䠄ϮϬϮϯᖺϴ᭶ϭϴ日䠅 ．

ᅗϰ．ϮϬϮϯᖺ度䛾ส払い範ᅖ䠄ϮϬϮϯᖺϳ᭶Ϯϲ日䠅ᅗϯ．ส䜚取った䝠䝅䞉䝝䝇䛾一部䛿陸揚䛢し，᭷機物
䛾堆積防Ṇをᅗった䠄ϮϬϮϯᖺϳ᭶Ϯϯ日䠅

ᅗϮ．ส䜚払い後䛾水面ᅗϭ．ส䜚払い前䛾䝝䝇䞉䝠䝅群落

表層 中層 底層



䠑

䠎．植生保全䠄䠎䠅復元活動
䛣䜜ま䛷䛻伊豆沼䞉内沼䛛䜙姿䜢消䛧䛯㻠㻞種䛾水草䛾復元䜢目指䛧移植䜢行䛳䛶䛝䛯䛜，環境䛾変

化䛻植栽方法や移植䛧䛯水草䛾種類䛜適䛧䛶䛚䜙䛪，水草䛾沼へ䛾定着䞉増ຍ䛿進䜣䛷い䛺䛛䛳䛯䚹

௒ᖺ度䛿昨ᖺ度䛻引䛝⥆䛝移植方法䜢改良䛧䛯．䝟䝹䝥䝫䝑ト䜢山砂䛷被覆䛧水草䛾流失䜢軽減䛩

䜛䛺䛹波浪対策䜢講䛨䛯．ま䛯，ᖸ出䛻強い水草䠄䝝䝸䝬䝜䝣䝃モ䠅䜢移植種䛻ຍえ䛯䠄ᅗ㻝䠅．そ䛾結

果，早春䛾時点䛷䛾生残率䛜㻟㻥㻚㻡%䛛䜙㻤㻟㻚㻥%䛻ୖ昇䛧，秋䛻䛿植栽地周辺䛷多数䛾䜽ロモ䛸䝝䝸䝬䝜

䝣䝃モ䜢確認䛧䛯．植栽方法䛾改善䛜効果的䛷あ䜚㻘新䛯䛻使用䛧䛯䝝䝸䝬䝜䝣䝃モ䛜伊豆沼䛾環境

䛻適䛧䛶い䛯䛯䜑䛸考え䜙䜜䜛．ま䛯，初夏䛾水఩䛜ప䛟抑え䜙䜜䛯䛯䜑，湖底䛾光環境䛜改善さ䜜

䛯点䜒寄与䛧䛯可能性䛜あ䜛．௒回䛾成果䛜௒後䜒⥅⥆䛩䜛䛛モ䝙タ䝸ン䜾䛧䛶い䛟必要䛜あ䜛．

ᅗϮ．植栽枠䛻食害防Ṇ用䛾䝛䝑トを取
䜚付䛡䜛様子．

ᅗϯ．増殖，養生した䜽ロ䝰．後䛻伊豆沼䛻
移植した．

ᅗ㻡．植栽した水草䛾株数䛾増減䠄R㻠ᖺ度䠅．
早春䛻㻟㻥.㻡%䛻䜎䛷減少し，そ䛾後䜒減少した
た䜑，㻝.㻞％し䛛生存し䛺䛛った．

ᅗ㻝．植栽枠䛾側面ᅗ．

砂

ᅗϰ．植栽枠䛻䛚い䛶繁茂した䝝䝸䝬䝜䝣䝃䝰.

ᅗ㻢．植栽した水草䛾株数䛾増減䠄R㻡ᖺ度䠅．
植栽方法を改善した結果，早春䛷㻤㻟.㻥%䛜生存した．
そ䛾後，䜽ロ䝰䛿急増し，植栽数䛾㻣㻟㻞％䛻達した．

䠄ϭϬϬ䠅

䠄ϯϵ.ϱ䠅

䠄ϯ.ϰ䠅
䠄ϭ.Ϯ䠅

䠄ϴϯ.ϵ䠅

;ϭϮ.ϵͿ

;ϭϯϯ.ϳͿ

ϳϯϮ%
䠄ϭϬϬ䠅
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ᅗϱ．伊豆沼䞉内沼䛷記録さ䜜たỿ水䞉浮葉䞉浮遊植物種数䛾変遷．野生種減，系統保存種比率増．
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䠎．植生保全䠄䠎䠅埋土種子䛛䜙䛾復元活動

䛣䜜ま䛷䛻伊豆沼䞉内沼䛛䜙姿䜢消䛧䛯㻠㻞種䛾水草䛾復元䜢目指䛧，泥中䛾埋土種子䛛䜙䛾系統

保存䜢行䛳䛶䛝䛯䠄ᅗ㻝～㻞䠅䚹䛣䜜ま䛷䛿浅水域䛻自生䛩䜛種䛜再確認さ䜜䛶い䛺䛛䛳䛯䛯䜑，湖岸

䛾水田跡䛛䜙泥䜢採ྲྀ䛧，浅い水఩条件䠄㻡㎝ᮍ‶䠅䛻変更䛧䛯䛸䛣䜝，浅水域䛻自生䛩䜛水草䛾発

掘䛻成ຌ䛧䛯䠄ᅗ㻟䠅䚹ま䛯H㻞㻢ᖺ採集䛾埋土種子䛛䜙，䝉䜻䝅䝵ウモ䜢確認䛧䛯䠄ᅗ㻠䠅䚹䛣䜜䛻䜘䜚泥中

䛺䛹䛛䜙確認さ䜜䛯種䛿㻞㻢種䛻増ຍ䛧䛯䠄ᅗ㻡䠅䚹

ᅗ㻝．底泥中䛻含䜎䜜た埋土種子発芽試験．

ᅗϯ．埋土種子䛛䜙発芽した䜻䜽䝰．他䛻䝠ロ䝝イ䝚䝜
䝠䝀や䝃ワト䜴䜺䝷䝅䛺䛹䛾湿性植物䛜発芽した．

䠒

ᅗϰ．埋土種子䛛䜙発芽した䝉䜻䝅䝵䜴䝰．近縁䛾䝁䜴
䜺イ䝰䛸異䛺䜚殖芽を形成し䛺い．

ᅗϮ．௧和ϱᖺ度䛻採集した沼䛾底泥．過去䛻水草䛾
多く確認さ䜜䛶いた場所䛻䛚い䛶，採集を行った．



䠏．在来生物復元 䠄ϭ䠅外来魚防除

ᅗ1.  人工産卵床䛻䜘䜛䜸䜸䜽チ䝞䝇産卵床駆除数． ᅗ2. ୕角網䛻䜘䜛䜸䜸䜽チ䝞䝇稚魚駆除数．

伊豆沼䞉内沼䛻侵入䛧䛯䜸䜸䜽チ䝞䝇䛻䜘䜛生態系へ䛾被害䜢防䛞，在来魚等䜢回復さ䛫䜛䛣䛸䜢

目的䛸䛧䛶，人工産卵床や稚魚䛩䛟い等䛾防除活動䛻ྲྀ䜚組䜣䛰 䚹人工産卵床䛷䛿，䠑䠎箇所䛾産

卵床䜢駆除䛧䛯䠄ᅗ1䠅䚹୕角網䛻䜘䜛稚魚䛩䛟い䛷駆除䛧䛯稚魚䛿，䠒䠍，９䠐䠒個体䛰䛳䛯䠄ᅗ2䠅䚹伊

豆沼䞉内沼䛾䜸䜸䜽チ䝞䝇䛿引䛝⥆䛝ప密度管理䛾状態䛻あ䜛䛸考え䜙䜜䜛䛜，௒ᖺ度䛾産卵床䛻䛚

䛡䜛駆除数䛜多䛛䛳䛯䛣䛸䛻䛿留意䛧䛶引䛝⥆䛝モ䝙タ䝸ン䜾䛧䛶い䛟必要䛜あ䜛䚹ま䛯䚸䝤䝹䞊䜼䝹

䛻䛴い䛶䛿人工産卵床䛷䛿䠌箇所䛷あ䜚䚸電気䝅䝵䝑䜹䞊䛷䜒䠌個体䛰䛳䛯䚹ప密度管理状態䛛䜙遅

滞相管理段階䠄9䝨䞊䝆䠅䛻入䛳䛯可能性䛜考え䜙䜜䛯䚹

䜸䜸䜽チ䝞䝇䞉䝤䝹䞊䜼䝹

ϮϬϮϯᖺ䛿ϲϭ,ϵϰϲ個体
䛾稚魚を駆除

ᅗ3. 人工産卵床䛻䜘䜛䝤䝹䞊䜼䝹産卵床駆除数． ᅗ4. 電気䝅䝵䝑䜹䞊ボ䞊ト䛻䜘䜛䝤䝹䞊䜼䝹駆除数.

䠓

駆除数した
産卵床䛿Ϭ個体

ϯϳ Ϯϵϴ

ϭ,Ϯϴϲ



チ䝳䜴䝂䜽䝇䝆䜶䝡
ϯ,ϮϬϰ個体

䐡魚類回復期
䠄約ϭ,ϬϬϬ個体䠅

䐟䝞䝇問題発生前
䠄約Ϯ,ϬϬϬ個体䠅

䐠䝞䝇問題発生後
䠄ϭϬϬ個体௨ୗ䠅

䠏．在来生物復元 䠄ϭ䠅外来魚防除

定置網䛻䜘䜛在来魚等䛾捕獲数䛜増ຍ䛧䛯䠄ᅗ5䠅䚹モ䝒䝂やタモロ䝁，䝣䝘類䛺䛹䛾普通種䛜

大䛝䛟増ຍ䛧，希少種䛷あ䜛䝊䝙タ䝘䝂䛿昨ᖺ度䛻引䛝⥆䛝確認さ䜜䛯䚹

䜸䜸䜽チ䝞䝇䛜減少䛧䛯結果䚸㻞㻜㻜㻥ᖺ以降魚௓類䛾個体数䛿ᖹ均㻝㻘㻜㻜㻜個体前後ま䛷回復䛧

䛯䚹定置網䛷捕獲さ䜜䜛魚௓類䜒䚸当初䛿䜸䜸䜽チ䝞䝇䛜㻣割䜢占䜑䛶い䛯䛜䠄ᅗ㻢䠅䚸㻞㻜㻝㻟ᖺ䛻

䛿䠍䠌％程度䛸䛺䛳䛯䠄ᅗ㻣䠅．㻞㻜㻞㻟ᖺ䛻䛿合計䛷㻝㻞㻞個体䛾䝞䝇䛜捕獲さ䜜䛶い䜛䛜，在来魚等

䛾捕獲数䛾約㻜㻚㻝％䛸わ䛪䛛䛺数䛷あ䛳䛯䠄ᅗ㻤䠅䚹希少魚䛷あ䜛䝊䝙タ䝘䝂䛿引䛝⥆䛝確認さ䜜

，ま䛯，多数䛾䜹䝮䝹チ䞊やチ䝳ウ䝂䜽䝇䝆エ䝡䛜確認さ䜜䛯䠄ᅗ㻥㻙㻝㻝䠅䚹

ᅗ㻡㻚 伊豆沼䛻䛚䛡䜛定置網䛻䜘䜛捕獲数䛾ᖺ変化．

䠔

䠄䠍䠅定置網䛷獲䜜た魚௓類䛾変化

䠄䠎䠅௒ᖺ獲䜜た魚類

ᅗ㻥 䝊䝙タ䝘䝂 ᅗ㻝㻝 チ䝳ウ䝂䜽䝇䝆エ䝡ᅗ㻝㻜 䜹䝮䝹チ䞊

ᅗ㻢㻚 㻞㻜㻜㻠ᖺ駆除当初㻔赤印䛿䝞䝇䠅 ᅗ㻣㻚 㻞㻜㻝㻟ᖺ駆除途中 ᅗ㻤㻚 㻞㻜㻞㻟ᖺ䠄䝞䝇䛿見え䛺い䠅



ᅗ2．䜸䜸䜽チ䝞䝇䛾推定個体数
䛛䜙算出した個体数䛾将来
予測．推定生息数䛜10個
体をୗ回䜛䛾䛿2030ᖺ，
1個体をୗ回䜛䛾䛿2037ᖺ
䛸算出さ䜜た．

駆除活動 → ప密度管理 → 遅滞相管理

個
体
数

䠏．在来生物復元 䠄ϭ䠅外来魚防除

䛂ప密度管理䛃䛛䜙䛂遅滞相管理䛃へ

ᅗϭ．䜸䜸䜽チ䝞䝇䛾推定個体数
䛾経ᖺ変化．外来魚防除䛷
広く使わ䜜䛶い䜛個体数推
定䝥ロ䜾䝷䝮䠄Program 
CAPTURE䠅を用い䛶算出した．

ϮϬϮϯᖺ䛻䛿
ϭϰϲ個体

ϮϬϯϬᖺ䛻䛿
ϭϬ個体

ᅗ9. 駆除活動䛛䜙遅滞相管理䜎䛷䛾イ䝯䞊䝆ᅗ．

伊豆沼䞉内沼䛻䛚䛡䜛䜸䜸䜽チ䝞䝇成魚䛾生息数䜢除去法䜢用い䛶推定䛧䛯䛸䛣䜝，推定生

息数䛿減少傾向䛻あ䜚，2023ᖺ䛻䛿䠍䠐䠒個体䛸推定さ䜜減少傾向䛿⥆い䛶い䜛䛸考え䜙䜜䜛

䠄ᅗ1䠅䚹䛣䛾減少傾向䛜⥅⥆䛩䜛䛸䛧䛯場合，䜸䜸䜽チ䝞䝇䛾推定生息数䛿，2030ᖺ䛻䛿10個体

䜢，2037ᖺ䛻䛿1個体䜢ୗ回䜛䛸予測さ䜜䛯䠄ᅗ2䠅䚹䜸䜸䜽チ䝞䝇䛾推定生息数䛜少䛺䛟，沼䛾在

来生物䛜大䛝䛟回復䛧䛶い䜛現状䛛䜙，少䛺䛟䛸䜒䜸䜸䜽チ䝞䝇䛿䛂ప密度管理䛃状態䛻あ䜛䛸考え

䜙䜜䜛䚹ప密度管理䜘䜚䜒さ䜙䛻生息密度䜢పୗさ䛫，外来魚䛜繁殖䛧難䛟，ప䝁䝇ト䛷管理䛜䛷䛝

䜛䛂遅滞相管理䛃䛻入䜛䛣䛸䛜目標䛷あ䜛䚹既䛻そ䛾段階䛻入䛳䛯䛸考え䜙䜜䜛䝤䝹䞊䜼䝹䛸䛾比

較䛜参考䛻䛺䜛䛰䜝う䚹

䠕



䠏．在来生物復元 䠄Ϯ䠅復元 䜹䝷䝇䜺イ

ϭϬ

䚾䠎䚿䜹䝷䝇䜺イ䛾人工種苗生産

ᅗ3. 䜹䝷䝇䜺イ䛾親貝 ᅗϰ.寄生させた䝆䝳䝈䜹䜿䝝䝊 ᅗϱ.白い粒䛜寄生した幼生

繁殖期のカラスガイの雌は鰓に卵や幼生を持つため、貝の内部を観察することで成熟してい

るか否かの判別が可能である（図１）。昨年度実施した、内沼と人工飼育の個体を対象とした

調査により、内沼の野生個体では10月から翌年2月まで卵を持つ個体が確認された（図2上）。

しかし、内沼の野生個体では幼生を持つ雌個体は確認されなかった（図2下）。沼においてカ

ラスガイの老齢化が進行し、卵あるいは精子の受精能力が低下している可能性が示され，人工

種苗生産の必要性が改めて示された．

䚾䠍䚿䜹䝷䝇䜺イ䛾繁殖状況

ᅗ1. 䜹䝷䝇䜺イ䛾鰓䛸卵䞉幼生䛾顕微鏡写真． ᅗϮ. 䜹䝷䝇䜺イ䛾生殖周期䠄ୖ䠅䛸繁殖期䛾成熟状
況䠄ୗ䠅．

二枚貝類䛿幼生䛾期間䛻䝝䝊科魚類䛻寄生䛩䜛特異䛺生態䜢持䛴䚹そ䛣䛷䝝䝊科魚類䜢用い䛯人

工種苗生産䜢実施䛧䛯䚹昨ᖺ度䛿㻠種䛾䝝䝊科魚類䜢用い䛶㻣㻠㻝個体䛾稚貝䜢生産䛧䛯䛜䚸そ䛾後䛾

飼育期間中䛻線虫䛺䛹䛾食害䛻䜘䜚䚸全䛶死亡䛧䛯䚹ᮏᖺ度䛿㻢㻜個体䛾稚貝䜢生産䛧䠄㻞㻜㻞㻠ᖺ㻝᭶中

旬時点䠅䚸昨ᖺ度䛸䛿異䛺䜛飼育装置䜢作成䛧䛶育成䛩䜛予定䛷あ䜛䚹



伊豆沼䞉内沼䛷䛿䜹䝷䝇䜺イ䛜急⃭
䛻減少䛧䛶い䜛䚹沼䛷䜒䛳䛸䜒生息密
度䛜高い区域䜢対象䛻，そ䛾生息密
度や繁殖状況䜢モ䝙タ䝸ン䜾䛧䛯䚹そ
䛾結果，1994ᖺ䛻広範ᅖ䛻行わ䜜䛯
調査䛸比較䛩䜛䛸，生息密度䛿約4ศ
䛾1䛰䛜，௒ᖺ度䜒幼貝䛜確認さ䜜䛪
繁殖状況䛿厳䛧い䛸考え䛯䚹
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生
息
地
点
数

䝭䝁アイ䝃䛿ᑠ型䛾魚௓類䜢食物䛸
䛩䜛䛯䜑，ᑠ型魚や䝚䜹エ䝡等䛾回
復䛻䜘䛳䛶増ຍ䛩䜛䛣䛸䛜期待さ䜜䛶
い䜛䚹ᖺ䛻䜘䛳䛶変動䛜大䛝い䜒䛾䛾，
2013ᖺ以降，増ຍ傾向䛜認䜑䜙䜜，
௒ᖺ度䛿㻞㻢㻡羽䜢記録䛧䛯䚹

ヌカエビの秋季の生息数は，
2014年に増加したが，チュウゴク
スジエビの増加の影響を受けてか
2018年に激減し，今年度も低下状
態にある。すぐに個体群の存続が危
ぶまれる状況ではないが，引き続き
動向を注視する必要がある。

2015ᖺ䛻沼䛷再確認さ䜜，2017ᖺ
以降䛿増ຍ傾向䛻あ䜛䚹沼䛷䛾繁殖䛜
確認さ䜜ᮏ種䛿定着段階䛻入䛳䛯䛸思
わ䜜䜛．௒ᖺ度䛿䠓᭶䛻例ᖺ䜘䜚䜒多䛟
䛾䝊䝙タ䝘䝂䛜確認さ䜜䛯䛜䚸䠍䠍᭶䛿
少数䛷䚸ま䛰そ䛾生息状況䛿安定䛧䛶
い䛺い䛸考え䜙䜜䜛䚹

沼周辺䛾䜸䜸䝉䝇䝆イトトン䝪䛾生息
地䛜減少傾向䛻あ䜚，環境修復䛻䜘䜛
新䛯䛺生息地䛾創出䜢目指䛧䛶い䜛䚹
ᮏ種䛾安定䛧䛯生息地䜢創出䛩䜛䛯
䜑䛾調査䛸環境整備䜢引䛝⥆䛝行う｡

䝚䜹䜶䝡

ϭϭ

䠏．在来生物復元 䠄ϯ䠅目標生物䛾回復状況

ỿ水植物
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䝭䝁アイ䝃
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㻞㻜㻝㻟ᖺ䛛䜙大㔞䛾ỿ水植物䜢沼䛻
移植䛧䛶䛝䛯䚹ỿ水植物䛿㻞㻜㻝㻢ᖺま䛷
増ຍ䛧䚸そ䛾後減少䛧䛯䚹㻞㻜㻞㻝ᖺ䛛䜙
䛿再び増ຍ䛧䛶䛝䛯䚹大部ศ䛜タ䝚䜻
モ䛰䛜，䜽ロモ䜒増ຍ䛧䛶い䛯䚹夏䛾ప
水఩䛻䜘䜛湖底䛾光条件䛾改善や洪
水後䛾開放水面䛾増ຍ䛜寄与䛧䛯䛸
考え䜙䜜䛯䚹



図2. 3 木橋設置前の様子

䠐. ワイ䝈䝴䞊䝇推進基盤整備 䠄䠍䠅方針䛸整備結果

䠍．水生植物園䛾再整備方針
䝷䝮䝃䞊䝹条約䛾理念䛻䛿䚸‵地䛾䛂ワイ䝈䝴䞊䝇䠄賢明䛺利用䠅䛃䛜掲䛢䜙䜜䛶い䜛䚹 ᮏ業務

䛿䚸自然体験や環境学習䜢通䛧䛯伊豆沼䞉内沼䛾保全䛸利活用䛾両立䜢ᅗ䜚䛺䛜䜙䚸ワイ䝈䝴䞊䝇

推進䛾基盤䜢整備䛩䜛䜒䛾䛷あ䜛 䚹

䠎．௧和䠑ᖺ度䛾再整備成果報告

図2. 1 植栽区の造成前の様子

植物園内䛾池䠄㻞番池䠅䛻䝧䝇ト䝬ンロ䞊䝹䛻䜘䜚植栽区域䜢造成䛧䜹䜻䝒䝞タ䜢植栽した。

ᅗ䠍．再整備䠑ｹᖺ計画

㻔㻝㻕植栽区域䛾造成

䠍䠎

㻔㻞㻕木橋䛾設置
植物園内䛾体験学習等䛷利用㢖度䛾高いエ䝸ア䜢通䜛水路䛻㻟基䛾木橋䜢設置した。

図2. 2 植栽区の造成後の様子

図2. 4 木橋設置後の様子



ୗᅗ䛻拡幅䛧䛯水路䛾఩置①～④䛷示䛩䚹観察‵地内䛾水路䛾内䚸䠑䠌ｍ䜢拡幅䛧䚸

䜹䜻䝒䝞タ䜢植栽䛧䛯䚹ま䛯䚸各①～④䛾ୗ流側䛻堰䜢設置䛧䚸水面䛜常時生䛨䜛䜘う䛻

䛧䛯䚹

㻔㻟㻕観察湿地䛾水路䛾一部を拡幅し䚸䜹䜻䝒䝞タを植栽

䠍䠏

䐢拡幅前 䐢拡幅後

植物園内䛾池䠄㻢番池䠅䛾岸辺約䠎䠌m䛾範ᅖ䛻浸食防止用䛾板柵䜢設置䛧䛯䚹

㻔㻠㻕 浸食防Ṇ用䛾板柵㻞㻜mを設置

ᅗ㻞㻚㻝㻟 板柵䛾設置前 ᅗ㻞㻚㻝㻠 板柵䛾設置後

■次ᖺ度以降䛿

䞉水生植物園䛾䠎䜹所䛻誘ᑟ┳板䜢設置

䞉水生植物園内䛾䠎䜹所䛻休憩用䝧ンチ䜢増設

䞉水中観察施設䜢整備 等䛾予定䛷䛩䚹



地元䛾ᑠ中学校や┴内外䛾高校䚸大学䛾実習活動䜢始䜑䚸企業䛾C㻿㻾活動䛺䛹䛾依㢗䜢ཷ䛡，

㻟㻝件，㻢㻣㻜名䛜伊豆沼䛷䛾体験活動や水生植物園䛷䛾植栽活動䛺䛹䜢行䛳䛯䚹䠄㻞㻜㻞㻟ᖺ㻝㻞᭶ᮎ

時点䠅䚹

䠐. ワイ䝈䝴䞊䝇推進基盤整備 䠄䠎䠅自然体験活動へ䛾活用

䠍䠐

新田ᑠ学校䠏ᖺ生䛾䜒䜣䛹䜚䚸タモ網䛻䜘䜛観察䛾様子

志波姫ᑠ学校䠎ᖺ生䛾䝆䜸学習䛾様子

鶯沢ᑠ学校䠏ᖺ生䛾沼歩䛝観察䛾様子

久㔛浜中学校䛾環境学習䛾様子



䠍䠑

栗原南中学校䛾䝆䜸学習䛾様子

ト䝶タ自動車東日ᮏ㻔株㻕様䛾C㻿㻾活動䠄䝬䝁モྲྀ䜚䠅䛾様子

ト䝶タ自動車東日ᮏ㻔株㻕様䛾C㻿㻾活動䠄板柵設置䠅䛾様子

石巻専修大学䛾㔝外学習䛾様子



資料 1-3 
 

 

 

 

 

 

 

 

1. 調査目的࣭内容 

䡞伊豆沼･内沼自然再生全体構想(第 2期)䡟䛾事業目標䛾䜂䛸䛴䛻䡞エコ䝖䞊ン䛾造成䡟䛜あ䜛䚹 

エコ䝖䞊ン䛾創出䛿䚸䜹䝷ス䜺イ等䛾目標生物種䛾生息場䜢提供䛩䜛䛰䛡䛷䛺く䚸底質䛾砂質໬䛻䜘䜛底質

䛛䜙䛾溶出抑制やᖸ出䛻䜘䜛分解促進䛺䛹水質改善効果䛺䛹䜒期ᚅさ䜜䛶い䜛䚹 

本調査䛷䛿エコ䝖䞊ン造成䛾水質改善効果䜢検証䛩䜛䛯䜑䚸過ᖺ度䛛䜙⥅⥆䛧䛶実施䛧䛶い䜛湖底質䛾含

᭷㔞試験及䜃粒度分布試験䛻加え䚸底質改善䛻伴う水質改善効果把握䛾䛯䜑溶出㏿度試験䜢実施䛧䛯䚹 

 

2. 調査方法 

2.1  調査時期と調査位置 

(イ) 調査時期 

夏季(エコ䝖䞊ン非ᖸ出)䠖௧和䠑ᖺ䠔᭶䠎䠕日 

秋季(エコ䝖䞊ンᖸ出)䠖௧和䠑ᖺ䠍䠌᭶䠎䠏日 

 

(䝻) 調査地点 

調査地点఩置図䜢図 1～3䛻示䛧䛯䚹 

䛺䛚砂質エコ䝖䞊ン䛾調査地点䛻䛴い䛶䛿䚸昨ᖺ度調査内䛷マコモ植生䛾多寡䛜底質環境改善䛻一定

䛾効果䛜あ䜛䛣䛸䜢確認䛷䛝䛯䛣䛸や䚸造成地䛻䛚䛡䜛マコモ等䛾抽水植物群落䛾拡大䛜䜏䜙䜜䜛䛣䛸䜢

踏䜎え䚸造成地䛾う䛱植生䛜あ䜛地点䛷実施䛩䜛䛣䛸䛸䛧䛯䚹 

表 1 調査地点 

砂質エコ䝖䞊ン 
調査地点 1䠖造成地䠄マコモ植生᭷䜚䠅 

調査地点 2:非造成地 

泥質エコ䝖䞊ン 
調査地点 3:試験区内 

調査地点 4:試験区外 

 

(䝝) 現地䛷䛾観測䛸記録 

各採取地点䛷䛿䚸採取地点䚸採取方法䚸底質䛾状態(堆積物䚸砂･シ䝹䝖等䛾別䚸色䚸ORP䚸臭気䚸外観

等)䜢直䛱䛻観測測定䛧記録䛧䛯䚹 

 

 

 

令和５年度伊豆沼࣭内沼自然再生事業水質改善効果検討調査結果 

࣭エコト࣮ン造成地等の底質調査 

宮城県環境生活部環境対策課 

委託業者:国際航業株式会社 



 

 

3. エコト࣮ン造成地等の底質調査 

3.1  調査地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 底質採取地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 砂質エコト࣮ン試料採取地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 泥質エコト࣮ン試料採取地点

砂質エコト࣮ン 

造成地 

泥質エコト࣮ン 

試験区 

調査地点 1 

マコࣔ等の植生 

 

調査地点 2 

(非造成地) 

<凡例> 

●調査地点 1：造成地㸦マコࣔ植生᭷ࡾ㸧 

〇調査地点 2：非造成地 

 

<凡例> 

●調査地点 3(試験区内) 

〇調査地点 4(試験区外) 



 

 

3.2  エコト࣮ン試験区について 

泥質エコ䝖䞊ン䛿䚸湖岸部䛻土止䜑柵䜢設置䛧䚸水఩変動䛻䜘䜚泥䛜自然堆積䛩䜛䛣䛸䛷䛷䛝䜛エコ䝖䞊ン

䛷あ䜚䚸完成䛻䛿数十ᖺ䛛䛛䜛䚹そ䛾䛯䜑䚸湖岸䛻枠䜢設置䛧䚸枠䛾中䛻 9᭶䛛䜙 11᭶䜎䛷ᖸ出䛷䛝䜛䜘う䛺

高さ近く䜎䛷近傍䛾泥䜢入䜜䚸泥質エコ䝖䞊ン䛾試験区 5箇所䜢造成䛧䛯䚹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 泥質エコト࣮ン試験区 

 

3.3  採取試料の状況 

䞉砂質エコ䝖䞊ン造成地䛾底質䛿砂䛛シ䝹䝖混䜚砂䛷䚸枯䜜䛯植物片䜒䜏䜙䜜䛯䚹 

䞉泥質エコ䝖䞊ン試験区䛾底質䛿シ䝹䝖䛛砂混䛨䜚シ䝹䝖䛷あ䛳䛯䛾䛻対䛧䚸試験区外䛷䛿シ䝹䝖主体䛷あ䛳䛯䚹 

 

 砂質エコトーン 泥質エコトーン 

 

調査地点 1 

造成地(マコモ植生有) 

調査地点 2 

非造成地 

調査地点 3 

試験区内 

調査地点 4 

試験区外 

夏
季 

(

エ
コ
ト
ー
ン
干
出
無)

 

    

秋
季 

(

エ
コ
ト
ー
ン
干
出
有)

 

    

図 5 採取試料の状況

直径：̑̎ｃｍ

筒の高さ：５̎ｃｍ 干出͵し水位：̑̎ｃｍ

泥の高さ：̐̎ｃｍ 降雨ͶΓΕ変動あΕ

干出時水位：̎ｃｍ

̏̎月半ばまで

̏̏月かΔ徐々Ͷ水位上昇



 

 

3.4  含᭷量試験 

(イ) 試料採取方法 

試料䛾採取䛿䚸䡞底質調査方法䡟(ᖹ成 24ᖺ 8᭶環境省水･大気環境局)䛷定䜑䜛方法䜢参考䛻䚸底質表

層(約 1cm程度)䜢採取䛧䛯䚹 

 

(䝻) 分析項目 

分析項目䛿 COD䚸BOD䚸T-N䚸T-P䛾 4項目䜢実施䛧䛯䚹 

BOD䛾分析方法䛿䚸௨ୗ䛾䛸䛚䜚䛷あ䜛䚹 

BOD䠄mg-O2/g-sed䠅䛾分析䛸䛧䛶䚸底質䜢湖水䛻定㔞懸濁させ䛶䚸通常水䛾 BOD 䛸ྠ様䛻測定䛩

䜛䚹湖水䛰䛡䛾 BOD分䜢底質䜢懸濁させ䛯 BOD䛛䜙差䛧引䛝䚸最終的䛻䛂mg-O2/g-sed䛃䛸䛧䛶評価

䛩䜛䚹 

 

(䝝) 試験結果 

今ᖺ度䛾含᭷㔞試験結果䜢表 1䛻䚸過去䛾含᭷㔞試験䛸䛾比較䜢図 6䛻示䛩䚹 

䞉砂質エコ䝖䞊ン䛾造成地䛸泥質エコ䝖䞊ン䛾試験区䛷比較䛩䜛䛸䚸泥質エコ䝖䞊ン䛻䛚い䛶䠟Ｏ䠠等䛾含᭷

㔞䛜高く䛺䜛傾向䛜䜏䜙䜜䛯䚹 

䞉造成䛾᭷無等䛷䜏䜛䛸䚸砂質エコ䝖䞊ン䛷䛿調査地点䠎䜘䜚䠍䛷䚸泥質エコ䝖䞊ン䛷䛿調査地点䠐䜘䜚䠏䛷全

䛶䛾項目䛜ప値䛸䛺䜚䚸エコ䝖䞊ン造成䛜底質改善䛻᭷効䛷あ䜛䛣䛸䜢示䛧䛶い䛯䚹 

䞉ᖸ出䛾᭷無䛷比較䛩䜛䛸䚸非ᖸ出時䛻比䜉ᖸ出時䛷含᭷㔞䛜高く䛺䜛傾向䛜䜏䜙䜜䛯䚹 

䞉今ᖺ度䛾調査結果䛸過去䛾結果䜢比較䛩䜛䛸䚸䠟Ｏ䠠等䛾含᭷㔞䛻大䛝䛺差䛿䛺く䚸昨ᖺ度䛸ྠ程度䛾結

果䛷あ䛳䛯䚹 

 

 

 表 1 含᭷量試験結果            単位 mg/g 

分析項

目 

エコ䝖䞊ン 

ᖸ出䛾 

᭷無 

砂質エコ䝖䞊ン 泥質エコ䝖䞊ン 

調査地点 1 

造成地 

䠄マコモ植生᭷䠅 

調査地点 2 

非造成地 

調査地点 3 

試験区内 

調査地点 4試験

区外 

COD 
非ᖸ出 1.9 2.9 6.8 46 

ᖸ出 2.2 4.2 62 85 

BOD 
非ᖸ出 <0.5 <0.5 0.6 1.4 

ᖸ出 <0.5 0.7 3.3 5.9 

T-N 
非ᖸ出 0.13 0.17 0.33 1.8 

ᖸ出 0.2 0.35 4.2 5.4 

T-P 
非ᖸ出 0.07 0.09 0.09 0.37 

ᖸ出 0.07 0.10 0.80 1.1 

注)調査時期 䠗エコ䝖䞊ンᖸ出無䠖夏季䚸エコ䝖䞊ンᖸ出᭷䠖秋季 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 砂質エコト࣮ン㸦左㸧࣭ 泥質エコト࣮ン㸦右㸧に࠾けࡿ過去の含᭷量試験結果との比較 
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3.5  溶出㏿度試験 

(イ) 試料採取方法䛚䜘䜃試験方法 

溶出㏿度試験試料䛾採取䛿湖沼底質環境䞉調査手引䛝䠄案䠅䠄ᖹ成 21 ᖺ度 3 ᭶国土交通省東໭地方整備

局䠅䛾方法䜢基本䛸䛧䛯䛜䚸現地状況䜢踏䜎え䛶内ᚄ 6.0cm 䛾アク䝸䝹䝟イプ䛻䜘䛳䛶底泥厚䛜 10cm ௨ୖ䛸䛺

䜛䜘う䛻採取䜢行䛳䛯䚹試験䛻用い䜛直ୖ水䠄湖水䠅䛻䛴い䛶䛿調査地䛾水深䛜ὸい䛣䛸䛛䜙底泥䛸ྠ時䛻十分

䛺㔞䜢採取䛩䜛䛣䛸䛜難䛧䛛䛳䛯䛯䜑䚸試験時䛻䛿別途採取䛧䛯湖水䜢アク䝸䝹䝟イプ内䜈水深 60cm 䛸䛺䜛䜘う

投入䛧直ୖ水䛸䛧䛯䚹試験䛿水温一定䠄20℃䠅䛾状態䛷 7日間実施䛧䚸試験中䛿エア䝺䞊タ䞊䛻䜘䜚直ୖ水表層

部䜢常䛻曝気䛧䛯䚹試験終了後䛿直ୖ水䜢䜝過䛧䛯後䛻水質分析䜢実施䛧䛯䚹 

 

(䝻) 分析項目 

分析項目䛿 COD䚸T-N䚸T-P䛾 3項目䜢実施䛧䛯䚹 

 

(䝝) 試験結果 

今ᖺ度䛾溶出㔞試験結果䜢表 2 䛻䚸過去䛻伊豆沼䛷実施さ䜜䛯溶出㏿度試験結果䛸䛾比較䜢表 3 䛻示

䛩䚹 

䞉砂質エコ䝖䞊ン䛸泥質エコ䝖䞊ン䛷比較䛩䜛䛸䚸泥質エコ䝖䞊ン䛷溶出㏿度䛜㏿く䛺䜛傾向䛜䜏䜙䜜䚸含᭷㔞

試験䛾濃度変໬傾向䛸一致䛧䛶い䛯䚹 

䞉砂質エコ䝖䞊ン䛾調査地点䠍䛸䠎䚸泥質エコ䝖䞊ン䛾調査地点䠏䛸䠐䛾比較䛷䛿䚸䝕䞊タ䛻ば䜙䛴䛝䛿䜏䜙䜜䜛

䛜䚸泥質エコ䝖䞊ン䛷䛿調査地点䠏䛷溶出㏿度䛜遅く䛺䜛傾向䛜見䛶䛸䜜䛯䚹䜎䛯䚸砂質エコ䝖䞊ン䛷䛿ᖸ出

時䛻調査地点䠍䛷溶出㏿度䛜పୗ䛧䛶い䜛䚹 

䞉ᖸ出䛾᭷無䛷䛿䚸䛣䛱䜙䜒ば䜙䛴䛝䛿あ䜛䜒䛾䛾䚸調査地点䠍及䜃泥質エコ䝖䞊ン䠄COD 䜢除く䠅䛷䛿ᖸ出時䜘

䜚䜒非ᖸ出時䛻溶出㏿度䛜㏿く䛺䜛傾向䛻あ䛳䛯䚹 

䞉今ᖺ度䛾調査結果䛸過去䛾結果䜢比較䛩䜛䛸䚸概䛽ྠ程度䛾値䜢示䛧䛯䚹 

 

表 2 溶出㏿度試験結果             単位 mg/m²/d 

分析

項目 

エコ䝖䞊ン 

ᖸ出䛾᭷無 

砂質エコ䝖䞊ン 泥質エコ䝖䞊ン 

調査地点 1 

造成地 

䠄マコモ植生᭷䜚䠅 

調査地点 2 

非造成地 

調査地点 3 

試験区内 

調査地点 4 

試験区外 

COD 
非ᖸ出 98.00 -51.37 12.86 20.40 

ᖸ出 4.57 87.36 34.29 68.57 

T-N 
非ᖸ出 7.37 -0.93 15.64 67.51 

ᖸ出 -9.29 16.57 0.00 17.143 

T-P 
非ᖸ出 0.90 0.73 1.31 5.10 

ᖸ出 -4.48 -0.39 -4.46 -4.29 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

表 3 過去の溶出㏿度試験結果との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エコ䝖䞊ン䛾種類 砂質エコ䝖䞊ン 泥質エコ䝖䞊ン 

調査実施期間 東໭工大 東໭大学 宮城県 東໭工大 東໭大学 宮城県 

実施ᖺ 2009ᖺ 2022ᖺ 2023ᖺ 2009ᖺ 2022ᖺ 2023ᖺ 

COD 

(mg/m²/d) 

非ᖸ出 － 75.4 98.00 171.8 97.0 12.86 

ᖸ出 － 30.8 4.57 － 44.4 34.29 

T-N 

(mg/m²/d) 

非ᖸ出 － 11.7 7.37 － 37.1 15.64 

ᖸ出 － 2.5 -9.27 － 10.4 0.00 

T-P 

(mg/m²/d) 

非ᖸ出 － 0.12 0.90 － 0.11 1.31 

ᖸ出 － -0.12 -4.48 － 0.45 -4.46 

注 1)調査時期 䠗エコ䝖䞊ン非ᖸ出䠖夏季䚸エコ䝖䞊ンᖸ出䠖秋季 

注 2䠅東໭工大䛾調査䛿湖心部䛾底泥䜢用い䛶行い䚸表中䛾値䛿全調査地点䛾ᖹ均値䜢示䛧䛶い䜛 

 



 

 

 

3.6  粒度分布試験結果 

(イ) 試験方法 

粒度試験䛾方法䛿日本産業規格 A1204䛻則䛳䛶実施䛧䛯䚹 

 

(䝻) 試験結果 

  今ᖺ度䛾粒度試験結果䜢表 3䛻䚸過去䛾粒度試験結果䛸䛾比較䜢図 7䛻示䛩䚹 

䞉砂質エコ䝖䞊ン䛻䛚い䛶䛿䚸調査地点 1及䜃調査地点 2䛾両者䛜砂䜒䛧く䛿礫混䜚砂䛷構成さ䜜䛶い䛯䚹 

䞉一方䚸泥質エコ䝖䞊ン䛷䛿調査地点 3䛿主䛻砂䛷構成さ䜜䛶い䛯䜒䛾䛾䚸調査地点 4䛷䛿季節変໬䛜䜏䜙

䜜䚸非ᖸ出時䛷䛿砂䚸ᖸ出時䛷䛿シ䝹䝖や粘土䛜主䛸䛺䛳䛶い䛯䚹 

䞉ᖸ出時䛾調査地点 4䜢除く調査結果䜢䜏䜛䛸砂分䛾割合䛜高く䚸砂質エコ䝖䞊ン䛾調査地点 1及䜃 2䚸泥

質エコ䝖䞊ン䛾調査地点 3䛷䜋䜌ྠ様䛾粒度組成䛸䛺䛳䛶い䛯䚹 

䞉秋季䛾調査地点 4䛻䛚い䛶䛿シ䝹䝖分䛸粘土分䜢合わせ䛯割合䛜概䛽 80%程度䜢占䜑䛶い䛯䚹 

䞉昨ᖺ度䛾結果䛸比較䛧䛶粒度組成䛻大䛝䛺変໬䛿䛺い䚹 

表 3 粒度試験結果 

分析項目 

エコ 

䝖䞊ン 

ᖸ出䛾 

᭷無 

砂質エコ䝖䞊ン 泥質エコ䝖䞊ン 

調査地点 1 

造成地 

(マコモ植生᭷) 

調査地点 2 

非造成地 

調査地点 3 

試験区内 

調査地点4 

試験区外 

土粒子䛾 

密度(g/㎤) 

ᖸ出無 2.885 2.806 2.671 2.590 

ᖸ出᭷ 2.956 2.861 2.623 2.438 

粒
度 

礫分(%) 

(～75mm) 

ᖸ出無 8.8 3.7 1.0 0.0 

ᖸ出᭷ 11.1 9.7 0.2 0.0 

砂分(%) 

(～2mm) 

ᖸ出無 90.1 94.8 96.1 73.3 

ᖸ出᭷ 87.9 88.7 74.8 18.4 

シ䝹䝖分(%) 

(～0.075mm) 

ᖸ出無 0.4 0.2 1.2 8.0 

ᖸ出᭷ 0.5 0.8 9.0 40.1 

粘土分(%) 

(～0.005mm) 

ᖸ出無 0.7 1.3 1.7 18.7 

ᖸ出᭷ 0.5 0.8 16.0 41.5 

最大粒ᚄ 

(mm) 

ᖸ出無 19 9.5 19 2 

ᖸ出᭷ 19 19 9.5 2 

50%粒ᚄ 

D50(mm) 

ᖸ出無 0.34 0.33 0.30 0.18 

ᖸ出᭷ 0.36 0.37 0.20 0.0089 

地盤ᮦ料 

䛾分類ྡ 

ᖸ出無 礫混䜚砂 砂 砂 細粒分質砂 

ᖸ出᭷ 礫混䜚砂 礫混䜚砂 細粒分質砂 砂質細粒土 

注)調査時期 䠗エコ䝖䞊ンᖸ出無䠖夏季䚸エコ䝖䞊ンᖸ出᭷䠖秋季 

 

図 7 過去の粒度試験結果との比較 
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3.7  伊豆沼の現況水質㸦公共用水域調査結果㸧 

䞉BOD䚸COD䚸SS䚸T-N䚸T-P䛿冬季䛛䜙春季䛻䛛䛡䛶湖水中䛾濃度䛜高く䛺䜛傾向䜢示䛧䛶い䜛䚹 

䞉ୖ記䛾内 BOD䚸COD䚸SS 䛿伊豆沼入口䠄荒川河口付近䠅䜘䜚䜒伊豆沼中央䛚䜘䜃伊豆沼出口䛷高く䛺䜛傾

向䜢示䛧䛶い䜛䚹䛣䛾䜘う䛺傾向䛸䛺䜛原因䛻䛴い䛶䛿複数考え䜙䜜䚸湖沼䛾内的要因䠄底質䛛䜙䛾溶出䚸底

泥巻䛝ୖ䛢䛻䜘䜛汚濁等䠅䛜作用䛧䛶い䜛可能性や䚸荒川௨外䛾水源䛛䜙䛾流入水䠄内沼䚸周辺水田䠅䛻䜘

䜛負荷䛜大䛝い可能性等䛜考え䜙䜜䜛䚹 

䞉DO䛻䛴い䛶䛿夏季䜢除い䛶伊豆沼入口䜘䜚䜒伊豆沼中央䛚䜘䜃出口䛾方䛷濃度䛜高く䛺䛳䛶い䜛䛜䚸䛣䜜

䛿湖水中䛾植物プ䝷ンク䝖ン等䛻䜘䛳䛶溶存酸素㔞䛜増加䛧䛯䛣䛸䛺䛹䛜考え䜙䜜䜛䚹一方䚸夏季䛻䛴い䛶

䛿䚸䝝ス䛾繁茂䛻䜘䜛湖流䛾滞留や水温䛾ୖ昇䛻伴う動物プ䝷ンク䝖ン及䜃䝞ク䝔䝸ア䛺䛹䛾活動䛾活性໬

䛻䜘䜚䚸湖水䛾溶存酸素㔞䛜減少䛧䛯可能性䛺䛹䛜考え䜙䜜䜛䚹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BODの濃度変化 CODの濃度変化 SSの濃度変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T-Nの濃度変化 T-Pの濃度変化 DOの濃度変化 

図 8 伊豆沼の水質(2023年 1᭶～2023年 12᭶)  

 

䞉湖沼䛻流入䛧䛯᭷機物等䛿䚸移流䞉拡散䛩䜛䛸䛸䜒䛻ỿ降

䛧䚸湖底䛻堆積䛧䛶底泥䛸䛺䜛䚹 

䞉底泥䛛䜙䛿䛂溶出䛃や䛂巻䛝ୖ䛢䛃䛾作用䛻䜘䛳䛶䚸᭷機物や

栄養塩類䠄窒素䞉䝸ン等䠅䛜湖水䛻回帰䛩䜛䚹 

䞉䛂溶出䛃䛸䛿䚸底泥䠄固形物䠅䛜分解䞉溶解䛧䚸底泥中䛾粒子䛸

粒子䛾隙間䛻含䜎䜜䜛間隙水䛻移行䛧䚸そ䜜䜙䛜湖水䛻拡

散䠄静置溶出䠅䜎䛯䛿湖水䛸交換䠄浮ୖ溶出䠅さ䜜䜛作用䛷

あ䜛䚹 

䞉䛂巻䛝ୖ䛢䛃䛸䛿䚸風波等䛻䜘䛳䛶底泥䛜巻䛝ୖ䛢䜙䜜䛶湖水

䛻回帰䛩䜛作用䛷あ䜛䚹 

䞉᭷機物䛿好気性細菌䛻䜘䜚分解さ䜜䚸溶存酸素䠄DO䠅䛜消

費さ䜜䜛䚹 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 底泥ࡽ࠿湖水への汚濁物質の回帰࣓カニズ࣒ 4㸧 
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3.8  考察 

非ᖸ出時䛸比較䛧䛶底質中䛜好気的䛻䛺䜛ᖸ出時䛻䛚い䛶᭷機物分解䛜促進さ䜜䚸底質中䛾 COD 値等䛜

減少䛩䜛䛸予想さ䜜䛯䛜䚸本調査結果䛻䛚い䛶䛿砂質エコ䝖䞊ン䛸泥質エコ䝖䞊ン䛾両底質中䛻含䜎䜜䜛 BOD䚸

COD䚸T-N䚸T-P 䛜非ᖸ出時䜘䜚䜒ᖸ出時䛻高く䛺䜛傾向䛜䜋䛸䜣䛹䛾地点䛷認䜑䜙䜜䛯䚹䛣䛾原因䛸䛧䛶䛿夏

季䛻繁茂䛧䛯䝝ス等䛜分解䞉堆積䛧含᭷㔞䛜増加䛧䛯䛣䛸䛺䛹䛜考え䜙䜜䜛䚹䛺䛚䚸砂質エコ䝖䞊ン䛾造成地及

䜃泥質エコ䝖䞊ン䛾試験区䛷䛿非施工区域䜘䜚䜒比較的 COD値等䛜పい䛣䛸䛛䜙䚸湖岸䛾造成やụᖸ䛧䛻䜘䜛

ᖸ出䛿底質環境䛾改善䛻一定䛾効果䛜あ䜛䛸考え䜛䚹 

 溶出㏿度試験䛻䛚い䛶䛿䚸砂質エコ䝖䞊ン造成地及䜃泥質エコ䝖䞊ン䠄COD 除く䠅䛷䚸ᖸ出時䛻溶出㏿度䛜

遅く䛺䜛傾向䛜䜏䜙䜜䚸エコ䝖䞊ン造成䛻䜘䜛底質環境改善䛸䛸䜒䛻ụᖸ䛧等䛾対策䛜水質改善䛻䜒一定䛾効果

䛜あ䜛䛣䛸䛜示唆さ䜜䛯䚹 

 ௨ୖ䜘䜚䚸本調査䛻䛚い䛶湖岸䛾造成等䛜底質環境改善䛻一定䛾効果䛜あ䜛䛣䛸䜢確認䛧䛯䚹䜎䛯䚸底質環

境改善䛜湖底䛛䜙䛾᭷機物溶出㔞䛾減少䛺䛹䛻䜒効果䛜あ䜛䛣䛸䛜確認䛷䛝䛯䚹 

来ᖺ度௨降䛾調査䛻䛚い䛶䛿䚸引䛝⥆䛝砂質エコ䝖䞊ン䛸泥質エコ䝖䞊ン䛻䛚䛡䜛含᭷㔞試験及䜃粒度試験

䛾実施䛻䜘䛳䛶底質環境改善効果䜢把握䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸今後䛿砂質エコ䝖䞊ン䛻新設䛧䛯蛇篭施設䛾効果確認

等䜢実施䛩䜛䛣䛸䛜必要䛷あ䜛䛸考え䜛䚹 
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資料 1-4 

㸯 調査内容࣭目的 

 伊豆沼内ࡢ COD 値ࡣ長期的࡟増加ࡾ࠾࡚ࡋ㸦表
㸯㸧ࠊ水質改善ࡀ課題࡚ࡗ࡞࡜いࠊࡓࡲࠋࡿ公共用水

域水質測定結果ࠊࡽ࠿COD値ࡀ伊豆沼流入河川࡛ࡶ
高いこࡀ࡜判明࡚ࡋいࡿ㸦表㸰㸧ࡑࠋこ࡛ࠊ௧和 3
ᖺ度ࡽ࠿流入河川࡟複数ࡢポ࢖ンࢺを設定ࠊࡋ主࡟

COD 負荷量ࡀ増加ࡿࡍ地点を把握ࠊࡋ伊豆沼ࡢ

COD値増加ࡢ原因を究明ࡿࡍこ࡜を目的ࠊ࡟流入河
川ࡢ採水及び分析を実施ࠋࡓࡋ 

 

㸰 方法 

伊豆沼ࡢ࡬流入河川ࡣ主࡟荒川及び照越川ࡢ ࡘ2

照越川いࠊ荒川ࠊࡾࡼ࡟前ᖺ度調査ࠋࡿあࡀ系統ࡢ

࡟間ࡢୗ流地点࡜流地点ୖࡶい࡚࠾࡟ࢀࡎ COD 負
荷量ࡢ差ࡀ見ࡢࡑࠊࢀࡽ途中࡟増加ࡢ要因ࡀあ࡜ࡿ

考えࠋࡓࢀࡽ 

をࢺン࢖ポࡾ࠾࡜ࡢୗ記࡟ࡓ新ࡣ今ᖺ度ࠊこ࡛ࡑ

設定ࡓࡋ㸦図㸯ࠊ図㸰ࠊ図㸱㸧ࠋ 

(1)  荒川ࡣୗ流ࡢ࡜ COD負荷量比ࡘ࡟い࡚ࠊ௧和
㸱ᖺ度ࡢ設定ポ࢖ンࡣ࡛ࢺ大ࡁくࠊ௧和㸲ᖺ度࡟

設定ࠕࡓࡋ荒川ୖ流 Aࠖ及びࠕ荒川ୖ流 B࡛ࠖࡣ

小さࡓࡗ࠿こࠊࡽ࠿࡜負荷量増加ࡢ原因ࡀあࡶࡿ

ࢺン࢖ポ࡟中間地点ࡢࢀࡒࢀࡑࡿࢀ予想さ࡜ࡢ

を設定ࡋ直ࠋࡓࡋ 

(2)  照越川ࡣ௧和㸱ᖺ度ࠊ௧和㸲ᖺ度ࡢ設定ポ࢖
ンࡢࢺいୖࡶࢀࡎ流࡜ୗ流ࡢ COD負荷量比ࡀ小
さࠊࡵࡓࡓࡗ࠿さ࡟ࡽୗ流側ࡢ地点࡟負荷量増加

ࠊୖࡵࡓࡓࢀ推察さ࡜ࡢࡶࡿあࡀ要因ࡢ 流地点࡟

約ࡽ࠿流地点ୖࡢ௧和㸲ᖺ度ࠊい࡚ࡘ 1.3km ୗ
流側を新ࠕ࡟ࡓ照越川ୖ流ࠖを設定ࠋࡓࡋ 

同࡜従来ࡶ࡜両河川ࠊࡣい࡚ࡘ࡟他ୗ流地点ࡢࡑ 

 ࠋࡓࡋ࡜地点ࡌ

難易をࡢ微生物学的分解性ࡢ᭷機汚濁成分ࠊࡓࡲ

把握ࡿࡍこ࡜を目的ࠊ࡟௧和㸲ᖺ度ࡽ࠿ BOD 値ࡶ
併࡚ࡏ測定࡚ࡋいࠋࡿ 

把ࡶ季節変動ࡢ水質ࠊࡣい࡚ࡘ࡟調査時期ࠊ࠾࡞ 

握ࠊࡵࡓࡿࡍ引ࡁ続ࡁ夏季㸦７᭶㸧࡜冬季㸦㸯㸰᭶㸧

 ࠋࡓࡋ࡜࡜こࡿࡍ実施࡟

 

㸱 令和㸳年度の調査結果 

(1) COD値ࠊCOD負荷量 
(a) 荒川流域 

ୖ流域࡜ୗ流域を比較࡜ࡓࡋこࠊࢁCOD値ࡣ過
ᖺ度ࡰ࡯࡜変わ࡞ࡽい値࡛あࠋࡓࡗCOD負荷量࡛
ࡢ中間程度ࡢ௧和㸲ᖺ度࡜௧和㸱ᖺ度ࡣ冬季ࠊࡣ

比ࡀ見ࠊࡢࡢࡶࡓࢀࡽ夏季ࡘ࡟い࡚ୖࡣ流 AࠊB
࡜過ᖺ度ࠊ࠿ࡵࡓࡓࡗ࠿小さ࡟非常ࡀ流量࡟ࡶ࡜

比較࡚ࡋ最ࡶ小さい負荷量比ࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࡞࡜特

流ୖ࡟ B࡛ࡣクロロフ࢕ル aࡀ大࡞ࡁ値を示ࠋࡓࡋ 
冬季ࡢ結果ࠊࡣࡽ࠿௧和㸱ᖺ度ୖ流設定ポ࢖ン

࡟間࡛段階的ࡢࢺン࢖௧和㸲ᖺ度ୖ流設定ポ࡜ࢺ

負荷量ࡀ増加࡚ࡋい࡜ࡢࡶࡿ思わࡿࢀ㸦図㸰ࠊ表

㸱ࠊ表㸲㸧ࠋ 

 

(b) 照越川流域 

過ᖺ度࡜比ࠊ࡭夏季࡟ COD 負荷量比ࡀ大ࡁく
見ࡀ流入ࡢ付近࡛生活排水ࠊ調査時ࠋࡓい࡚ࡗ࡞

過ࡀ燐酸態燐࡜オン࢖ンモニウム࢔࡟実際ࠊࢀࡽ

ᖺ度ࡶࡾࡼ多量࡟検出さࠊࡵࡓࡓࢀこࡀࢀ原因࡜

考えࠋࡿࢀࡽ 

冬季調査時ࡣ生活排水ࡢ流入ࡀ見ࠊࡎࢀࡽCOD
負荷量比ࡣ依然࡚ࡋ࡜小さい࡛ࡲࡲあࠋࡓࡗ従ࡗ

࡟ୗ流側࡟ࡽさࡣ要因ࡢ負荷量増加࡞恒常的ࠊ࡚

あ࡜ࡢࡶࡿ推察さࡿࢀ㸦図㸱ࠊ表㸲㸧ࠋ 

 

(c)伊豆沼流入口及び流出口 

夏季ࡢ流出口࠾࡟い࡚ࠊCOD値ࡀ௧和㸲ᖺ度ࡼ
࡚ࡋ比較࡜௧和㸱ᖺ度ࠊࡋ高い値を示࡟ࡽさࡶࡾ

1.5倍௨ୖࡢ増加ࠋࡓࡗ࡞࡜原因ࠊࡣ࡚ࡋ࡜௧和

㸲ᖺ７᭶豪雨ࡢ影響࡛沼内ࡢハスࡢ繁茂ࡀ大幅࡟

遅ࠊࢀ植物プランクࢺンࡢ繁殖ࡀ優先ࡓࡋこࡀ࡜

考えࠋࡿࢀࡽさࠊ࡟ࡽ今ᖺ度ࡢ夏季ࡣ観測ྐୖ最

ࡢࡽ࠿底質ࡀ水温ୖ昇ࡢ沼内ࠊ高くࡀᖹ均気温ࡶ

᭷機物質等ࡢ溶出を増加さࡓࡏこࡶ࡜一因࡚ࡋ࡜

考えࠋࡿࢀࡽ 

一方ࠊCOD負荷量ࠊࡣ流入口࡜流出口࠾࡟い࡚
大࡞ࡁ差ࡀ見ࡿࢀࡽ点ࡣ過ᖺ度࡜同様ࡢ傾向࡛あ

数値ୖ負ࠊࡾ࠾࡚ࡋ減少ࡀ測定値ࡢᖺ々流量ࠋࡿ

荷ࡢ出入ࡣࡾ減少࡚ࡋいࡼࡿう࡟見えࠊࡀࡿ調査

時ࡢ降雨状況等ࡶ࡟大ࡁく左ྑさࡿࢀ数字࡛あࡿ

ࡋえ࡚評価ࡲを踏ࡡ重ࡳ積ࡢータࢹࡢ今後ࠊࡵࡓ

 ࠋ表㸲㸧ࠊい㸦表㸱ࡓ

 

(2)COD 及び BODࡢ関係 

伊豆沼流入河川ࡢ BOD 値ࠊࡣ௧和㸲ᖺ度࠾࡟い
ࡤ࡯ࡣ࡚ 1.0mg/L௨ୗ࡛あࠊࡀࡓࡗ今ᖺ度ࡢ夏季࡟
地点࡛ࡢ全࡚ࡣい࡚࠾ 1.5mg/L௨ୖࠊ࡜河川ࡢ環境

基準類型 AAࡢ値を超えࡿ結果ࠋࡓࡗ࡞࡜ 

BOD/COD 比ࡘ࡟い࡚ࠊ今ᖺ度ࡢ夏季࡛流出口࡟
昨ᖺࠊࡾ࠾࡜ࡓࡋ先述ࠋࡓい࡚ࡋ増加࡟い࡚大幅࠾

度࡟比࡭大幅࡟増殖ࡓࡋ植物プランクࢺンࡀ呼吸࡟

ࡀ酸素ࡓࡋ消費ࡾࡼ BOD 値࡟影響࡜ࡢࡶࡓࡋ考え
 ࠋ㸦表㸱㸧ࠋࡿࢀࡽ

 

宮城県保健環境センタ࣮ 水環境部 

令和㸳年度伊豆沼࣭内沼自然再生事業に基࡙く水質調査結果にࡘい࡚ 

流入河川調査 



㸲 今後の展開にࡘい࡚ 

今ᖺ度ࠊࡣ特࡟夏季࠾࡟い࡚汚濁発生࡟関わ

࠿局所的ࡀࡽࢀࡑࠋࡓࢀࡽ見࠿ࡘいくࡀ事象ࡿ

採水箇ࠊࡋ考慮ࡶ可能性ࡿあ࡛ࡢࡶ࡞一時的ࡘ

所や時期を選定ࡿࡍ参考ࡓࡋ࡜いࠋ 

COD 負荷量ࡘ࡟い࡚ୖࠊࡣ流域࡜ୗ流域ࡢ

比率ࠊࡽ࠿途中流域ࡶ࡟さ࡟ࡽ増加ࡢ要因ࡀあ

流入河川ࠊࡁ続ࡁ引ࠊࡵࡓࡿࢀ推察さ࡜ࡢࡶࡿ

࡜季節変動やୖ流域ࠊࡋ調査࡟水質を縦断的ࡢ

ୗ流域ࡢ差ࡽ࠿汚濁負荷源ࡢ解明を試ࡿࡳ必

要ࡀあ࡜ࡢࡶࡿ考え࡚いࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図㸯 令和㸳年度調査ポ࢖ンࢺ 

図㸰 荒川ୖ流におけるୗ流との COD 負荷量比㸦R3～R5㸧 

図㸱 照越川ୖ流におけるୗ流との COD 負荷量比㸦R3～R5㸧 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表㸯 伊豆沼 COD 値経年変化㸦公共用水域測定結果㸧 

表㸰 伊豆沼入口測定結果㸦公共用水域測定結果㸧 

①　䠟Ｏ䠠経ᖺ変化䛸順位　(mg㻛L䠅
ᖺ度 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

䠓䠑％値 9.0 9.8 9.9 9.2 9.6 9.4 11 9.6 9.1 11 13 14 15 16 15 20

ᖹ均値 8.3 9.5 10 8.6 9.2 8.8 10 9.2 8.9 11 11 13 14 14 13 17

基準値 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

順位 7位 㻝位 㻝位 - 㻟位 㻟位 㻞位 㻞位 㻟位 㻝位 㻝位 㻝位 㻝位 㻝位 㻝位 -

䠆順位䛿ᖺᖹ均値に䜘る。H㻞㻜ᖺ度か䜙全国ワースト䛿䠑位ま䛷発表。䠄䠒位以下䛿不明。䠅

R1.4 R1.5 R1.6 R1.7 R1.8 R1.9 R1.10 R1.11 R1.12 R2.1 R2.2 R2.3

BOD 2.8 1.5 2.3 1.4 0.9 0.9 0.7 0.9 0.8 1.0 0.9 1.1

COD 7.1 6.6 12.0 6.8 6.6 7.7 6.3 4.7 4.7 4.7 3.0 5.3

R2.4 R2.5 R2.6 R2.7 R2.8 R2.9 R2.10 R2.11 R2.12 R3.1 R3.2 R3.3

BOD 1.0 1.3 1.5 1.1 0.9 0.7 0.9 0.8 0.8 1.3 1.7 1.2

COD 3.4 4.5 6.5 7.7 6.0 4.7 5.7 4.2 4.3 5.9 5.6 3.7

R3.4 R3.5 R3.6 R3.7 R3.8 R3.9 R3.10 R3.11 R3.12 R4.1 R4.2 R4.3

BOD 1.2 1.9 1.3 1.0 1.0 1.4 0.7 0.8 0.6 1.5 1.5 1.3

COD 3.5 5.9 5.8 5.0 7.2 6.9 5.4 5.0 6.4 5.6 5.2 4.9

R4.4 R4.5 R4.6 R4.7 R4.8 R4.9 R4.10 R4.11 R4.12 R5.1 R5.2 R5.3

BOD 2.2 1.3 1.6 1.3 0.9 1.7 0.9 1.9 1.2 0.8 1.3 3.2

COD 6.8 5.2 8.3 7.5 7.3 5.9 5.8 8.4 5.6 4.9 4.7 7.6

伊豆沼入口測定結果(mg/L)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表㸱 COD、BOD、負荷量関係の࣮ࢹタ一覧㸦R3～R5㸧 

COD

(mg/L)

d-COD

(mg/L)

BOD

(mg/L)
BOD/COD

流量
(m3/s)

COD負荷量
(kg/d)

COD負荷量
ୖୗ流比

荒川ୖ流A 3.8 3.7 0.3 0.08 0.030 9.9 0.14
荒川ୖ流B 5.0 4.6 0.7 0.14 0.034 14.7 0.21
照越川ୖ流 3.8 3.8 0.5 0.13 0.004 1.4 0.10
荒川ୗ流 3.4 3.2 0.8 0.24 0.235 70.8 1.00

照越川ୗ流 5.6 5.4 0.7 0.13 0.029 14.2 1.00
伊豆沼入口橋 3.9 3.5 0.7 0.18 0.149 50.3 -
伊豆沼出口橋 18.5 9.3 10.9 0.59 0.688 1103.0 -
荒川ୖ流A 8.2 7.5 1.7 0.21 0.005 3.5 0.03
荒川ୖ流B 8.6 6.4 2.0 0.23 0.003 2.2 0.02
照越川ୖ流 9.3 8.5 1.9 0.20 0.005 3.8 0.46
荒川ୗ流 5.4 4.4 1.6 0.30 0.231 109.2 1.00

照越川ୗ流 9.6 8.6 1.9 0.20 0.010 8.3 1.00
伊豆沼入口橋 5.7 5.0 1.6 0.28 0.107 52.9 -
伊豆沼出口橋 16.6 10.1 7.6 0.46 0.978 1405.9 -
荒川ୖ流A 3.7 3.0 0.5 0.14 0.024 7.9 0.05
荒川ୖ流B 4.2 3.7 0.7 0.17 0.022 8.1 0.05
照越川ୖ流 3.7 3.6 0.3 0.08 0.008 2.6 0.05
荒川ୗ流 3.7 3.2 0.9 0.24 0.467 152.1 1.00

照越川ୗ流 5.3 4.8 0.6 0.11 0.105 48.8 1.00
伊豆沼入口橋 4.2 3.7 0.7 0.17 0.585 213.0 -
伊豆沼出口橋 18.0 8.7 11.0 0.61 - - -
荒川ୖ流A 8.1 7.2 0.9 0.11 0.042 29.6 0.16
荒川ୖ流B 8.3 6.9 1.1 0.13 0.032 23.1 0.13
照越川ୖ流 5.7 4.0 0.6 0.11 0.010 5.0 0.10
荒川ୗ流 4.8 4.3 0.6 0.13 0.430 181.7 1.00

照越川ୗ流 9.5 8.2 0.8 0.08 0.058 47.8 1.00
伊豆沼入口橋 5.4 4.4 0.7 0.13 0.496 231.8 -
伊豆沼出口橋 11.6 8.1 3.0 0.26 1.327 1331.7 -

荒川ୖ流 4.3 3.5 - - 0.161 60.4 0.32
照越川ୖ流 2.2 2.0 - - 0.002 0.4 0.00
荒川ୗ流 4.1 3.0 - - 0.529 190.1 1.00

照越川ୗ流 5.9 5.2 - - 0.150 76.7 1.00
伊豆沼入口橋 4.3 3.5 - - - - -
伊豆沼出口橋 13.1 7.5 - - 1.230 1393.2 -

荒川ୖ流 8.1 6.7 - - 0.323 227.2 0.53
照越川ୖ流 5.3 4.8 - - 0.001 0.5 0.00
荒川ୗ流 7.7 6.6 - - 0.645 431.3 1.00

照越川ୗ流 9.3 8.3 - - 0.176 142.6 1.00
伊豆沼入口橋 8.2 7.1 - - 1.187 849.2 -
伊豆沼出口橋 9.3 7.2 - - 2.770 2235.3 -

R5冬

R5夏

R4冬

R4夏

R3冬

R3夏



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NH4-N

(mg/L)

NO2-N

(mg/L)

NO3-N

(mg/L)

PO4-P

(mg/L)

ｸﾛﾛﾌｨﾙa
(μg/L)

ﾌｪｵﾌｨﾁﾝa
(μg/L)

荒川ୖ流A 0.0428 0.0031 0.1598 0.0195 0.4 0.6

荒川ୖ流B 0.0872 0.0090 0.5602 0.0296 4.4 2.1

照越川ୖ流 0.0625 0.0049 0.4216 0.0465 0.7 1.0

荒川ୗ流 0.1095 0.0120 0.9700 0.0317 2.2 1.9

照越川ୗ流 0.0677 0.0096 0.4799 0.0493 2.3 1.4

伊豆沼入口橋 0.0823 0.0109 0.8901 0.0330 3.1 2.4

伊豆沼出口橋 0.9315 0.0183 0.1229 0.0145 112.6 54.3

荒川ୖ流A 0.0568 0.0099 0.1142 0.0825 2.7 4.9

荒川ୖ流B 0.0839 0.0341 0.3144 0.0391 40.9 7.2

照越川ୖ流 0.4415 0.1235 0.3735 0.2250 5.3 7.2

荒川ୗ流 0.0600 0.0215 0.5475 0.0621 6.0 3.8

照越川ୗ流 0.0452 0.0180 0.1889 0.0971 7.6 8.0

伊豆沼入口橋 0.1385 0.0140 0.4720 0.0590 4.5 3.9

伊豆沼出口橋 0.0110 0.0118 0.0067 0.0183 90.9 37.5

荒川ୖ流A 0.0513 0.0026 0.1397 0.0095 2.1 1.5

荒川ୖ流B 0.1018 0.0277 0.4097 0.0155 4.6 1.7

照越川ୖ流 0.0431 0.0044 0.2801 0.0098 1.7 1.0

荒川ୗ流 0.1582 0.0257 1.4558 0.0366 4.1 2.8

照越川ୗ流 0.0950 0.0128 0.3940 0.0536 2.5 1.8

伊豆沼入口橋 0.1424 0.0222 1.1303 0.0349 3.0 1.9

伊豆沼出口橋 0.2277 0.0121 0.1355 0.0089 88.6 53.0

荒川ୖ流A 0.0660 0.0073 0.1777 0.0563 2.6 3.2

荒川ୖ流B 0.1693 0.0248 0.1583 0.0371 2.1 4.4

照越川ୖ流 0.0443 0.0042 0.2319 0.0366 0.8 0.6

荒川ୗ流 0.0413 0.0087 0.3654 0.0305 3.9 2.7

照越川ୗ流 0.0318 0.0055 0.0697 0.0786 6.9 4.6

伊豆沼入口橋 0.0441 0.0111 0.4117 0.0352 6.1 4.2

伊豆沼出口橋 0.0223 0.0010 0.0006 0.0043 43.1 19.9

荒川ୖ流 0.2062 0.0129 0.3814 0.0186 3.0 3.0

照越川ୖ流 0.0388 0.0023 0.4770 0.0053 0.2 0.3

荒川ୗ流 0.1817 0.0198 1.3497 0.0243 5.0 3.1

照越川ୗ流 0.1738 0.0145 0.3979 0.0334 2.5 2.7

伊豆沼入口橋 0.1999 0.0232 1.0688 0.0312 1.7 2.3

伊豆沼出口橋 1.0840 0.0170 0.1619 0.0121 72.9 50.8

荒川ୖ流 0.0239 0.0082 0.2635 0.0521 2.7 3.1

照越川ୖ流 0.0281 0.0041 0.5829 0.0537 0.5 0.6

荒川ୗ流 0.0589 0.0222 0.6012 0.0694 2.7 2.7

照越川ୗ流 0.0396 0.0179 0.4655 0.0800 3.5 3.0

伊豆沼入口橋 0.0409 0.0143 0.6271 0.0710 3.5 3.1

伊豆沼出口橋 0.1046 0.0014 0.0028 0.0209 27.7 13.4

R5冬

R5夏

R4冬

R4夏

R3冬

R3夏

表㸲 栄養塩、クロロフ࢕ル関係の࣮ࢹタ一覧㸦R3～R5㸧 
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第 19伊豆沼࣭内沼自然再生協議会資料 

௧和 6ᖺ 2᭶ 3日 

東໭地方環境事務所 

 

伊豆沼・内沼における外来魚対策について 

 

㸯．経緯等 

伊豆沼࣭内沼࡛ࠊࡣ特定外来生物࡛あࢳࢡ࢜࢜ࡿバス等ࡢ食害ࠊࡾࡼ࡟ᖹ成８㸦1996㸧ᖺ頃ࡽ࠿ゼ

地元ࠊࡣ当事務所࡛ࠋࡓく減少しࡁ大ࡀᅾ来魚類ࡢ࡝࡞ゴ㸦絶滅危惧ⅠA類㸧ࢼࢱࢽ NPOや᭷識者ࠊ

関係行ᨻ機関等ࡢ協力を得࡚ࠊᖹ成 16㸦2004㸧ᖺ度ࢳࢡ࢜࢜ࡽ࠿バス等ࡢ防除事業࡟着手し࡚いࠋࡿ 

当所ࡢ取組࡟ࡳຍえ多くࡢ関係機関や関係者ࡢ取組ࣝࢠ࣮ࣝࣈࠊࡾࡼ࡟ࡳやࢳࢡ࢜࢜バスࡣప密

度状態ࠊࡾ࡞࡜ゼࢼࢱࢽゴࡢ࡝࡞ᅾ来魚類ࡢ回復ࡀ見ࡼࡿࢀࡽうࠋࡓࡗ࡞࡟ 

現時点࡛ࡣ捕獲ࡢᅽ力を弱࡚ࡵしࡲうࢳࢡ࢜࢜ࠊ࡜バスࡢ個体数ࡀ再び増ຍࡿࡍ懸念ࡀあࡿこ࡜

状態࡛あࡓࡏ減少さ࡛ࡲ密度࡞困難ࡀ繁殖ࠊࡣ࡟具体的ࠋࡿప密度状態を目指し࡚いࡿ࡞更ࠊࡽ࠿

 ࠋいく࡚ࡗ対策を行ࡢし࡚捕獲等࡜遅滞相管理を目標ࡿ

 

㸰．令和５年度の取組状況 

こࡢ࡛ࡲࢀ取組を⥅⥆しࠊ人工産卵床等ࡿࡼ࡟防除活動や魚類ࡢ環境 DNA調査を実施しࠊࡓࡲࠋࡓ

新࡟ࡓ密ᨺ流対策事業࡜し࡚普及啓発活動を実施しࠋࡓ 

 

㸦㸯㸧過ᖺ度࡟引ࠊࡁ⥆ࡁ人工産卵床ࠊ三角網ࠊ定置網ࠊ刺網ࠊ電気ショッࡿࡼ࡟࣮࢝防除を実施しࠊ

下記ࡢ結果を得2023ࠋࡓࢀࡽᖺࡣ産卵床࡛ࡢ駆除数ࡀ多くࠊ成魚ࡢ増ຍࡀ懸念さࠋࡓࢀこࡢ状況

 ࠋࡿあࡀ注視し࡚いく必要ࠊ࠿う࡝࠿ࡿࡍ⥆⥅ࡶ次ᖺ度௨降ࡀ

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 人工産卵床ࢳࢡ࢜࢜ࡿࡼ࡟バス産卵床駆除数． 図 2. 三角網ࢳࢡ࢜࢜ࡿࡼ࡟バス稚魚駆除数． 

成魚 幼魚 成魚 幼魚
繁殖期 5 20 0 0

非繁殖期 2 98 0 20

繁殖期 1 0 0 0

非繁殖期 5 0 0 0

繁殖期 59 0 0 0

非繁殖期 4 93 0 0

表䠎.定置網、刺網、電気ショッ䜹ーでの捕獲数

定置網

刺網

電気ショッ䜹ー

合計

䜸䜸䜽チバス ブルー䜼ル

卵 稚魚 卵 稚魚
人工産卵床 52 0

三角網 61,946 0

合計 52 61,946 0 0

表䠍.人工産卵床、三角網による捕獲結果
䜸䜸䜽チバス ブルー䜼ル

62 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境 DNA 当該沼ࠊࡾ技術࡛あࡿい࡚ࢀし࡚期待さ࡜新技術ࡿࡍ生息状況を評価ࡢ魚類ࡣ

環境DNAࡢバスࢳࢡ࢜࢜ࡢ今ᖺ度ࠋࡓ活用し࡚いく目的࡛測定し࡟ࢢンࣜࢱࢽࣔࡢ外来魚ࡢ

濃度ࡣ 203.3 copies/L࡛ࠊ根絶ࡰ࡯࡟成ຌしࡓ金原ࡢ࣒ࢲ値࡜比較ࡔࡲ࡜ࡿࡍ高い値࡛あࡗ

࡜ࡢࡶࡓࡗ入࡟状況ࡢ遅帯相管理ࠊࡎࢀく検出さࡓࡗࡲࠊࡣい࡚ࡘ࡟ࣝࢠ࣮ࣝࣈࠊ一方ࠋࡓ

考えࠋࡓࢀࡽ 

 

㸦㸰㸧密ᨺ流対策事業࡜し࡚伊豆沼࣭内沼࡟監視࣓ࣛ࢝㸯基ࠊ注意喚起看板㸲基を㸰㸮㸰㸱ᖺ㸳

᭶ࡽ࠿㸯㸮᭶࡛ࡲ設置しࠊࡓࡲࠋࡓఫ民や小学生を対象࡜しࡓ普及広報資料࡜し࡚昨ᖺ度作成

しࡓマࢢネット式ステッ࢓ࣇ࢔ࣜࢡࠊ࣮࢝イࣝࡢ配布を行ࠋࡓࡗ 

 

 

  

 

 

監視カメラ 注意喚起看板 

図 3. 伊豆沼・内沼におけ䜛定置網１枚あた䜚の魚類捕獲数の経年変化． 

図 4. 伊豆沼࣭内沼ࡼ࠾び他水域࠾࡟けࢳࢡ࢜࢜ࡿバス࣭ࡢࣝࢠ࣮ࣝࣈ環境 DNA

濃度ࡢ経ᖺ変໬． 
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令和Ĭ年度伊豆沼・内沼を利ዿした取組等実績一覧 

 

【登米市】 

取組名称 実施日 概要 活ዿ資源 参加対象 主催 

伊豆沼ƤƎƳƙƿ

（登米市迫会場） 

ǺǤƣ開花

状況ƁƽƄ

ƟƀƘたた

ƶ、「中止」 

小型遊覧船Ơ乗ƿ伊豆沼

ƣ一面Ơ咲Ƃ誇ǀǺǤ及

び水鳥を鑑賞（25分程度）。

早朝ƀƾſƳƙƿƤ開催

さǁƛいǀたƶ、乗船後ƣ

近隣周遊Ʒ促進ƜƂǀ。 

景観（ǺǤ） 

植物・動物（水

鳥他） 

 

 

Ɵƌ 伊豆沼・内沼

ƤƎƳƙƿ実

行委員会 

登米市環境出前講

座 

R5.11.17、 

R6.1.18 

自然Ɲƣƪǁあい体験を

取ƿ入ǁた総合的Ɵ環境

学習ȂȘǛȔȋを提供ƌ、

今後ƣ環境教育及び環境

保全活動ƣ拡充ƠƙƟƇ

ǀ。 

野鳥 新田小学校、

石越小学校 

登米市 

第 62 回伊豆沼・内

沼ǚȕーンǘȎン

ȅーン 

Ī月下旬 伊豆沼・内沼周辺ƣ美ƌい

水辺ƣ景観を守ǀたƶ、地

域ƣ小中学校、企業、団体

等ƣ方々Ɲ協働ƌ、清掃活

動を実施ƌƛいǀ。 

伊豆沼・内沼 栗原市・登米

市ƣ団体、個

人 

伊豆沼・内沼

ǚȕーンǘȎ

ンȅーン実行

委員会 

栗原市、登米

市共催 

 

【栗原市】 

取組名称 実施日 概要 活ዿ資源 参加対象 主催 

伊豆沼・内沼ƤƎ

Ƴƙƿ 

R5.7.22(土)

～8.27(日) 

ȔȋǠーȖ湿地Ɯあǀ伊

豆沼・内沼Ɯ遊覧船Ơ乗

ƿ、湖面いƘぱいƠ咲Ƃ誇

ǀǺǤƣ花を間近Ɯ観賞

Ǝǀ。 

（昨年ƣ豪雨ƠƽƿǺǤ

ƣ開花状況Ɓ悪ƀƘたた

ƶ伊豆沼ƣƴ遊覧船運行） 

景観（ǺǤ） 一般 伊豆沼・内沼Ƥ

ƎƳƙƿ実行委

員会 
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栗駒山麓ǣオǼ

ーǚ学習 

 

R5.6～12 ƪǀさƝ栗原を学ƫǣオǼ

ーǚ学習ƣ一環Ɲƌƛ、伊

豆沼・内沼ƣ成ƿ立ちや、動

植物ƣ生態系、環境Ơƙい

ƛ学習Ǝǀ৿会Ɲƌƛ開催 

景観（伊豆沼、Ǻ

Ǥ、鳥類、干拓地）、

動植物（水生植物、

昆虫、鳥類）、ȗǚ

ȕǓーǢȒンƣ場

（昆虫採集、水生

生物観察） 

小・中学生（学

年単位） 

栗駒山麓ǣ

オǼーǚ推

進協議会 

日本ǣオǼーǚ

ネǮǳワーǚ再

認定審査 

R5.11.13

～15 

栗駒山麓ǣオǼーǚƣ日本

ǣオǼーǚネǮǳワーǚ再

認定現地審査Ɯ利ዿƌたƷ

ƣ。Ī日間現地調査員Ơƽ

ǀ現地確認や意見交換Ɓ行

わǁ、伊豆沼・内沼ƜƤ保全

や活ዿƣ事例、渡ƿ鳥ƣ飛

来ƣ様子を紹介ƌたƷƣ。 

 

景観（伊豆沼、鳥

類、干拓地）、 

栗駒山麓ǣオ

Ǽーǚ推進協

議会関係者 

日本ǣオǼー

ǚ委員会委員 

栗駒山麓ǣ

オǼーǚ推

進協議会 

第ĭĩ回伊豆沼・

内沼ǚȕーンǘ

Ȏンȅーン 

R6.3.21 伊豆沼・内沼周辺ƣ湖沼環

境を保全Ǝǀ清掃活動。 

ȗǚȕǓーǢȒン

ƣ場（清掃） 

一般 伊豆沼・内沼

ǚȕーンǘ

Ȏンȅーン

実行委員会 

 

【一般社団法人ƄƿƤƾǯーȕǥȋネǮǳワーǚ】 
取組名称 実施日 概要 活ዿ資源 参加対象 主催 

日曜日ƣǟȊ拾い 

CLEAN WETRANS 

Project 

4/2（日） 

5/14（日） 

6/4（日） 

7/2（日） 

8/6（日） 

9/3（日） 

10/1（日） 

11/5（日） 

12/3（日） 

1/7（日） 

毎月定例Ɯ伊豆沼・内沼周

辺ƣǟȊ拾いを行う。 

 

 

 

・参加者：308人 

・ǟȊ：計 279.7㎏ 

景観・環境 

ȗǚȗーǢȒン 

植物・動物（ǺǤ、

昆虫、鳥類） 

ƞƟたƜƷ （一社）Ƅƿ

Ƥƾǯーȕǥ

ȋネǮǳワー

ǚ 

JTB 地域いƂいƂ

ȂȘǣǒǚǳ 

10/28（土） 企業ƣ SDGs 活動ƣ受入Ɯ

伊豆沼周辺ƣǟȊ拾い。 

 

・参加者：27人 

・ǟȊ：計 10.45㎏ 

景観・環境 

ȗǚȗーǢȒン 

植物・動物（ǺǤ、

昆虫、鳥類） 

一般 (株)JTB 

(有)伊豆沼農

産 
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伊豆沼・内沼ǓǞ

ǯǍー「ȉǗン観

察」 

飛び立ち・Ƣƅƾ

入ƿ 

11/3（金） 

12/16（土） 

伊豆沼・内沼Ơ飛来ƌƛい

ǀȉǗンƣ飛び立ち・Ƣƅ

ƾ入ƿを観察ƎǀȂȘǛ

Ȕȋ。観察時ƣȉǵー、伊

豆沼・内沼ƣ歴史、ȉǗン

ƣ生態ƟƞƷ説明。 

景観・環境 

植物・動物（枯ǁ

ǺǤ、鳥類） 

一般 （一社）Ƅƿ

Ƥƾǯーȕǥ

ȋネǮǳワー

ǚ 

日曜日ƣǟȊ拾い 

CLEAN WETRANS 

Project 

2/4（日） 

3/3（日） 

毎月定例Ɯ伊豆沼・内沼周

辺ƣǟȊ拾いを行う。 

景観・環境 

ȗǚȗーǢȒン 

植物・動物（ǺǤ、

昆虫、鳥類） 

ƞƟたƜƷ （一社）Ƅƿ

Ƥƾǯーȕǥ

ȋネǮǳワー

ǚ 

 

【有限会社伊豆沼農産】 

取組名称 実施日 概要 活ዿ資源 参加対象 主催 

ǏンǻǑンǴ受入

を想定ƌたȍǶタ

ーǯǍー 

10～12月 

計 6回 

海外観光客を受Ɔ入ǁǀ

体制強化ƣたƶǯǍー。野

鳥観察や郷土芸能、郷土料

理体験を組ƴ合わせた内

容Ɯ実施。 

伊豆沼・内沼ƣ景

観、動植物 

一般、企業 伊豆沼農産 

漁師体験講習会 8月、9月 

計 2回 

伊豆沼ƣ現状Ɲ環境保全

活動、漁師体験企画時ƣ注

意点等を学ƫ講習会 

伊豆沼・内沼ƣ動

植物 

地元住民 伊豆沼農産 

教育旅行ƣ受入 5月、10月 

計 5回 

ƴやƃ教育旅行Ǟーǲǎ

ネーǳ支援ǦンターƝ連

携ƌたSDGs 探究学習特化

型ȂȘǛȔȋ 

伊豆沼・内沼ƣ景

観、動植物 

中・高校生 旅行会社、伊

豆沼農産 

ǚȕーン活動 R5.10.28 企業ƣ SDGs 活動受入（伊

豆沼周辺ƣ清掃活動Ɲ食

農体験を実施） 

伊豆沼 一般 旅行会社、伊

豆沼農産 

伊豆沼八景ƣ検討

会 

7月～ 伊豆沼・内沼ƣ見ƞƈǂȈ

Ǐンǳƣ選定、ȉǮȂ制作 

伊豆沼・内沼ƣ景

観、動植物 

地元住民 伊豆沼農産 
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【登米市伊豆沼・内沼ǠンǚチȐǍȕǦンター】 
取組名称 実施日 概要 活ዿ資源 参加対象 主催 

展示事業 通年 地元写真家ƣ作品を館内

Ơ展示 

伊豆沼・内沼

ƣ景観、動植

物 

 登米市伊豆沼・内

沼ǠンǚチȐǍ

ȕǦンター、伊豆

沼内沼ǚȔȁ 

環境教育事業 不定期開

催 

伊豆沼周辺ƣ動植物を観

察ƌ、ワǏǥȑーǤを学ƫ

ǏȄンǳ 

伊豆沼・内沼

ƣ景観、動植

物 

小・中・高 

大学、一

般 

登米市伊豆沼・内

沼ǠンǚチȐǍ

ȕǦンター 

伊豆沼読書会 毎月最終

土曜日 

文学、自然をǱーȉƠ伊豆

沼ƣ新ƌい見方を学び、そ

ƣ魅力を再発見ƎǀǏȄ

ンǳ 

伊豆沼・内沼

ƣ景観、近隣

地域ƣ文化等 

一般 登米市伊豆沼・内

沼ǠンǚチȐǍ

ȕǦンター、伊豆

沼読書会 

【宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団】 

取組名称 実施日 概要 活ዿ資源 参加対象 主催 

自然体験講座 

(漁師体験ほƀ) 

R5.6.24ほ

ƀ計ĭ回 

魚類や水生昆虫ƣ採集

体験を通ƍ、沼ƣ貴重Ɵ

自然環境を体感Ǝǀ。 

伊豆沼ƣ魚類

や水生昆虫 

小学生以上

20人 

宮城県伊豆沼・内

沼環境保全財団 

自然体験講座 

（飛び立ち観察会） 

 

R5.11.11

ほƀ計ī

回 

 

伊豆沼Ɯ早朝ƣǗン飛

び立ち観察会Ɲ志津川

湾ƜƣǞǚǗン観察会

を実施ƌƳƌた。 

伊 豆 沼 ƣ 鳥

類。志津川湾

ƣ鳥類 

小学生以上

20人 

宮城県伊豆沼・内

沼環境保全財団 

各種体験・保全活動 R5.06月～

12月 

計 31件 

水生植物園Ɵƞを活ዿ

ƌた水辺ƣ体験活動や

保全活動を実施ƌƳƌ

た。 

伊豆沼内沼ƣ

景観、動植物 

ǳȓタ自動

車 東 日 本

（株）・豊田

合成東日本

(株)・小中

学校・高校・

大学等、小

学生以上 

670人 

宮城県伊豆沼・内

沼環境保全財団

（受Ɔ入ǁ） 

伊豆沼・内沼ǚȕー

ンǘȎンȅーン 

R6.3.21 春分ƣ日Ơ伊豆沼・内沼

ǚȕーンǘȎンȅーン

を実施Ǝǀ予定ƜƎ。 

伊豆沼・内沼 登米市、栗

原 市 ƣ 団

体、個人 

R5 年ƣ参

加者Ƥ 625

名Ɯƌた。 

伊豆沼・内沼ǚȕ

ーンǘȎンȅー

ン実行委員会 

栗原市、登米市共

催 
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令和ĭ年度伊豆沼・内沼を利ዿした取組等の予定一覧 

【登米市】 

取組名称 実施日 概要 活ዿ資源 参加対象 主催 

伊豆沼・内沼

ƤƎƳƙƿ 

Į月下旬 

～ 

į月下旬 

ȔȋǠーȖ湿地Ɯあǀ伊豆沼・内沼

Ɯ遊覧船Ơ乗ƿ、湖面いƘぱいƠ咲

Ƃ誇ǀǺǤƣ花を間近Ɯ観賞Ǝǀ。 

令和Ĭ年度、登米市ƣ迫会場ƤǺǤ

ƣ生育状況Ơƽƿ開催を断念、令和

ĭ年度ƣ回復状況Ơ期待。 

景観（ǺǤ） 一般 伊豆沼・内沼Ƥ

ƎƳƙƿ実行委

員会 

（栗原市、登米

市共催） 

登米市環境

出前講座 

11月下旬 自然Ɲƣƪǁあい体験を取ƿ入ǁ

た総合的Ɵ環境学習ȂȘǛȔȋを

提供ƌ、今後ƣ環境教育及び環境保

全活動ƣ拡充ƠƙƟƇǀ。 

野鳥 市内小学

校 

登米市 

第ĭĪ回伊

豆沼・内沼ǚ

ȕーンǘȎ

ンȅーン 

Ī月下旬 伊豆沼・内沼周辺ƣ美ƌい水辺ƣ景

観を守ǀたƶ、地域ƣ小中学校、企

業、団体等ƣ方々Ɲ協働ƌ、清掃活

動を実施ƌƛいǀ。 

伊豆沼・内沼 栗原市・

登米市ƣ

団体、個

人 

伊豆沼・内沼ǚ

ȕーンǘȎンȅ

ーン実行委員会 

（栗原市、登米

市共催） 

【栗原市】 

取組名称 実施日 概要 活ዿ資源 参加対象 主催 

伊豆沼・内沼

ƤƎƳƙƿ 

7月下旬 

～ 

8月下旬 

ȔȋǠーȖ湿地Ɯあǀ伊豆沼・内

沼Ɯ遊覧船Ơ乗ƿ、湖面いƘぱい

Ơ咲Ƃ誇ǀǺǤƣ花を間近Ɯ観

賞Ǝǀ。 

 

景観（ǺǤ） 一般 伊豆沼・内沼Ƥ

ƎƳƙƿ実行委

員会 

（栗原市、登米

市共催） 

栗駒山麓ǣ

オǼーǚ学

習 

 

R6.6～12 ƪǀさƝ栗原を学ƫǣオǼーǚ

学習ƣ一環Ɲƌƛ、伊豆沼・内沼

ƣ成ƿ立ちや、動植物ƣ生態系、

環境Ơƙいƛ学習Ǝǀ৿会Ɲƌ

ƛ開催 

景観（伊豆沼、

ǺǤ、鳥類、干

拓地）、動植物

（水生植物、昆

虫、鳥類）、ȗǚ

ȕǓーǢȒンƣ

場（昆虫採集、

水生生物観察） 

小・中学

生（学年

単位） 

栗駒山麓ǣオǼ

ーǚ推進協議会 

第ĭĪ回伊

豆沼・内沼ǚ

ȕーンǘȎ

ンȅーン 

R7.3.21 伊豆沼・内沼周辺ƣ湖沼環境を保

全Ǝǀ清掃活動。 

ȗǚȕǓーǢȒ

ンƣ場（清掃） 

一般 伊豆沼・内沼ǚ

ȕーンǘȎンȅ

ーン実行委員会 

（栗原市、登米

市共催） 
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【一般社団法人ƄƿƤƾǯーȕǥȋネǮǳワーǚ】 
取組名称 実施日 概要 活ዿ資源 参加対象 主催 

日曜日ƣǟȊ拾い 

CLEAN WETRANS 

Project 

毎月第一

日曜日 

毎月定例Ɯ伊豆沼・内沼

周辺ƣǟȊ拾いを行う。 

景観・環境 

ȗǚȗーǢ

Ȓン 

植物・動物

（ǺǤ、昆

虫、鳥類） 

ƞƟたƜƷ （一社）ƄƿƤƾ

ǯーȕǥȋネǮǳ

ワーǚ 

伊豆沼・内沼ǓǞǯ

Ǎー「ȉǗン観察」 

飛び立ち・Ƣƅƾ入

ƿ 

10 月中旬

～12 月中

旬 

伊豆沼・内沼Ơ飛来ƌƛ

いǀȉǗンƣ飛び立ち・

Ƣƅƾ入ƿを観察Ǝǀ

ȂȘǛȔȋ。観察時ƣȉ

ǵー、伊豆沼・内沼ƣ歴

史、ȉǗンƣ生態ƟƞƷ

説明。 

景観・環境 

植物・動物

（枯ǁǺǤ、

鳥類） 

一般 （一社）ƄƿƤƾ

ǯーȕǥȋネǮǳ

ワーǚ 

 

【有限会社伊豆沼農産】 

取組名称 実施日 概要 活ዿ資源 参加対象 主催 

ワǏǥȑーǤをǱ

ーȉƠƌた観光Ǟ

ンǱンǯƣ開発 

通年 Ғ伊豆沼・内沼ƣ景観、

動植物を活ዿƌた体験

企画 

ғ空Ƃ家、民泊、ǘȎン

Ȃ等ƣ施設整備 

Ҕ農業体験、郷土料理加

工体験企画 

伊豆沼・内沼

ƣ景観、動植

物 

一般、企業 伊豆沼農産 

国内外ƣ観光客を

対象ƝƌたǯǍー

受入 

通年 ǺǤ・野鳥観察をƤƍ

ƶ、漁師体験、星空観察、

郷土料理体験等を組ƴ

合わせたǯǍーƣ企画・

運営。伊豆沼八景ƣ活ዿ

Ʒ想定中。 

伊豆沼・内沼

ƣ景観、動植

物 

一般、企業 伊豆沼農産 
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【登米市伊豆沼・内沼ǠンǚチȐǍȕǦンター】 
取組名称 実施日 概要 活ዿ資源 参加対象 主催 

展示事業 通年 地元写真家ƣ作品を館

内Ơ展示 

伊豆沼・内沼

ƣ景観、動植

物 

 登米市伊豆沼・内

沼ǠンǚチȐǍ

ȕǦンター、伊豆

沼内沼ǚȔȁ 

環境教育事業 不定期開

催 

伊豆沼周辺ƣ動植物を

観察ƌ、ワǏǥȑーǤを

学ƫǏȄンǳ 

伊豆沼・内沼

ƣ景観、動植

物 

小・中・高 

大学、一般 

登米市伊豆沼・内

沼ǠンǚチȐǍ

ȕǦンター、伊豆

沼読書会 

伊豆沼読書会 毎月最終

土曜日 

文学、自然をǱーȉƠ伊

豆沼ƣ新ƌい見方を学

び、そƣ魅力を再発見Ǝ

ǀǏȄンǳ 

伊豆沼・内沼

ƣ景観、近隣

地域ƣ文化等 

一般 登米市伊豆沼・内

沼ǠンǚチȐǍ

ȕǦンター、伊豆

沼読書会 

 

【宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団】 

取組名称 実施日 概要 活ዿ資源 参加対象 主催 

自然体験講座 10回 6,7 月Ƥ水辺ƣ生Ƃ物採

集Ɲ観察会。 

7,8 月Ƥ昆虫採集Ɲ標本

作ƿ。 

8,9 月Ƥ伊豆沼漁師体

験。 

11月以降Ƥ、伊豆沼Ɯ早

朝ƣǗン飛び立ち観察

会Ɲ志津川湾ƜƣǞǚ

Ǘン観察会を実施ƌƳ

Ǝ。 

伊豆沼ƣ昆虫

類、魚類、鳥

類。志津川湾

ƣ鳥類 

小学生以上

20人。 

宮城県伊豆沼・内

沼環境保全財団 

各種体験・保全活動 適宜 水生植物園Ɵƞを活ዿ

ƌた水辺ƣ体験活動や

保全活動を実施ƌƳƎ。 

伊豆沼・内沼

ƣ景観、動植

物 

小学生以上 

 

宮城県伊豆沼・内

沼環境保全財団

（受Ɔ入ǁ） 

伊豆沼・内沼ǚȕー

ンǘȎンȅーン 

R7.3.21 春分ƣ日Ơ伊豆沼・内沼

ǚȕーンǘȎンȅーン

を実施Ǝǀ予定ƜƎ。 

伊豆沼・内沼 登米市、栗

原 市 ƣ 団

体、個人 

伊豆沼・内沼ǚȕ

ーンǘȎンȅー

ン実行委員会 

栗原市、登米市共

催 

 


